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一
　
は
じ
め
に

㈠
　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
閣
僚
責
任
論

　
フ
ラ
ン
ス
憲
法
学
で
は
、
そ
の
統
治
機
構
論
上
の
論
点
の
一
つ
に
「
閣
僚
責
任
」
の
問
題
が
存
在
す
る
。
こ
の
問
題
は
、
閣
僚
の
責
任

と
は
何
か
と
い
う
問
題
（
特
に
政
治
責
任
か
、
刑
事
責
任
か
と
い
う
責
任
の
性
質
の
問
題
お
よ
び
そ
の
内
容
）
と
そ
れ
を
追
及
す
る
制
度
の
問
題

（
例
え
ば
、
そ
の
構
成
が
専
ら
議
員
構
成
員
で
あ
る
政
治
色
を
帯
び
た
裁
判
体
と
す
る
か
、
職
業
裁
判
官
で
構
成
さ
れ
る
よ
う
な
司
法
色
を
帯
び
た
も
の
に

す
る
か
）
の
二
つ
の
問
題
が
密
接
に
絡
み
合
い
な
が
ら
論
じ
ら
れ
る
。
革
命
以
降
一
五
に
の
ぼ
る
数
の
憲
法
典
の
ほ
と
ん
ど
に
、
閣
僚
責

任
な
い
し
閣
僚
裁
判
権
に
関
す
る
規
定
が
存
在
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
陪
審
を
伴
う
も
の
、
上
院
が
裁
判
機
関
と
な
っ
て
下
院
の
訴
追
や
付

託
を
受
け
裁
判
す
る
も
の
、
あ
る
い
は
特
別
裁
判
所
と
い
う
形
で
存
在
す
る
も
の
も
あ
り
、
名
称
も
統
一
的
で
は
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
憲
法

学
は
、
閣
僚
や
共
和
国
大
統
領
、
あ
る
い
は
国
家
安
全
に
対
す
る
罪
や
反
逆
罪
と
い
っ
た
政
治
的
色
彩
を
帯
び
た
裁（
1
）判を
担
う
統
治
機
関

を
高
等
法
院
（H

aute-Cour

）
の
問
題
と
し
て
論
じ
て
き
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
現
行
の
第
五
共
和
政
に
お
い
て
も
高
等
法
院
（
憲
法
第
九
章
）
は
存
在
す
る
が
、
こ
れ
は
二
度
の
憲
法
改
正
（
一
九
九
三
年

六
月
二
七
日
の
憲
法
改
正
と
二
〇
〇
七
年
二
月
二
三
日
の
憲
法
改
正
）
に
よ
っ
て
制
定
当
時
の
も
の
か
ら
修
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
前
は
共

和
国
大
統
領
お
よ
び
閣
僚
に
つ
い
て
の
裁
判
を
高
等
法
院
が
担
っ
た
が
、
一
九
九
三
年
改
正
を
受
け
て
、
新
た
に
憲
法
第
一
〇
章
「
政
府

構
成
員
の
刑
事
責
任
」
が
設
け
ら
れ
、
閣
僚
を
は
じ
め
と
す
る
政
府
構
成
員
の
刑
事
責
任
の
規
定
が
独
立
し
、
そ
の
裁
判
機
関
と
し
て
新

た
に
司
法
裁
判
官
と
議
員
裁
判
官
か
ら
構
成
さ
れ
る
共
和
国
法
院
（Cour de justice de la République

）
が
高
等
法
院
の
代
わ
り
に
管
轄

権
を
も
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
も
う
一
つ
の
二
〇
〇
七
年
改
正
に
よ
っ
て
、
共
和
国
大
統
領
の
責
任
は
国
際
刑
事
裁
判
所
の
裁
判
と
高
等
法

院
の
罷
免
を
除
く
無
答
責
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
在
の
高
等
法
院
は
共
和
国
大
統
領
の
罷
免
の
際
に
構
成
さ
れ
る
議
会
で
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あ
っ
て
、
閣
僚
裁
判
の
管
轄
権
は
有
し
て
い
な
い
。

　
こ
の
一
九
九
三
年
憲
法
改
正
の
契
機
と
な
っ
た
問
題
が
「
汚
染
血
液
事
件
」（affaire du sang contam

iné

）
と
呼
ば
れ
る
い
わ
ゆ
る
薬

害
事（
2
）件で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
八
〇
年
代
、
血
友
病
患
者
が
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
濃
縮
血
液
製
剤
等
を
服
用
し
た
こ
と
で

多
数
の
感
染
者
・
死
亡
者
が
出
た
惨
事
で
あ
る
。
そ
の
社
会
的
影
響
は
計
り
知
れ
ず
、
こ
の
事
件
に
よ
り
行
政
訴
訟
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
訴
訟
が
提
起
さ
れ
、
国
や
病
院
、
輸
血
セ
ン
タ
ー
へ
の
損
害
賠
償
請
求
が
提
起
さ
れ
た
ほ
か
、
国
立
中
央
輸
血
セ
ン
タ
ー
（Centre 

national de transfusion sanguine

）
の
所
長
の
刑
事
告
発
と
い
っ
た
個
人
へ
の
責
任
追
及
に
及
ん
だ
。
責
任
追
及
の
波
は
当
然
な
が
ら
政

府
に
及
び
、
特
に
ロ
ー
ラ
ン
・
フ
ァ
ビ
ウ
ス
元
首
相
や
所
管
大
臣
で
あ
る
ジ
ョ
ル
ジ
ー
ナ
・
デ
ュ
フ
ワ
元
社
会
問
題
・
国
民
連
帯
大
臣
、

エ
ド
モ
ン
・
エ
ル
ベ
元
保
健
衛
生
担
当
大
臣
ら
が
非
難
の
矛
先
と
な
っ
た
。
刑
事
事
件
の
証
人
と
し
て
の
出
廷
に
と
ど
ま
る
中
で
、
世
論

は
当
時
の
高
等
法
院
へ
三
閣
僚
の
訴
追
を
望
ん
で
い
た
が
、
汚
染
血
液
事
件
の
際
に
高
等
法
院
は
、
そ
の
構
成
員
で
あ
る
議
員
が
選
出
さ

れ
て
い
な
い
た
め
機
能
不
全
に
陥
っ
て
い
た
。
よ
う
や
く
、
大
統
領
が
対
応
に
乗
り
出
し
て
、
各
議
院
で
高
等
法
院
へ
の
訴
追
手
続
が
進

め
ら
れ
た
が
、
当
初
は
救
助
懈
怠
罪
（
旧
刑
法
典
六
三
条
）
で
起
訴
決
議
案
を
議
決
し
た
も
の
の
、
時
効
等
の
問
題
に
よ
り
予
審
が
起
訴

を
取
り
や
め
た
。
そ
こ
で
死
亡
の
事
実
毎
に
時
効
中
断
が
認
め
ら
れ
る
過
失
致
死
罪
に
よ
り
改
め
て
議
決
を
や
り
直
し
た
と
こ
ろ
で
、
前

述
の
憲
法
改
正
が
行
わ
れ
る
見
通
し
と
な
り
、
高
等
法
院
へ
の
起
訴
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
一
九
九
三
年
の
憲
法
改
正
に
よ
っ
て

創
設
さ
れ
た
共
和
国
法
院
に
舞
台
は
移
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
共
和
国
法
院
を
創
設
す
る
憲
法
改
正
が
実
現
し
た
と
は
い
え
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
は
熾
烈
な
対
立
が
政
治
部
門
や
学
説
等
で
生
じ
た
。

大
き
な
ベ
ク
ト
ル
と
し
て
は
閣
僚
刑
事
責
任
や
責
任
追
及
制
度
の
政
治
的
性
格
を
維
持
す
る
立
場
と
、
そ
の
よ
う
な
政
治
責
任
の
事
実
上

の
機
能
不
全
や
不
十
分
な
人
権
保
障
を
批
判
し
な
が
ら
新
た
な
制
度
を
創
り
だ
そ
う
と
す
る
立
場
で
あ（
3
）る。
共
和
国
法
院
は
そ
の
妥
協
の

産
物
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
汚
染
血
液
事
件
に
お
け
る
共
和
国
法
院
は
、
フ
ァ
ビ
ウ
ス
と
デ
ュ
フ
ワ
は
無
罪
、
エ
ル
ベ
に
つ
い
て
は
、
人

の
生
命
に
対
す
る
故
意
な
き
侵
害
罪
お
よ
び
人
の
身
体
の
完
全
性
に
対
す
る
故
意
な
き
侵
害
罪
が
肯
定
さ
れ
有
罪
と
な
る
も
、
刑
の
適
用
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が
免
除
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
判
決
に
至
る
共
和
国
法
院
の
運
用
も
ま
た
学
説
等
の
批
判
を
浴
び
る
結
果
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
オ
ラ
ン

ド
大
統
領
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
「
公
共
部
門
の
刷
新
お
よ
び
倫
理
に
関
す
る
委
員
会
」（
リ
オ
ネ
ル
・
ジ
ョ
ス
パ
ン
元
首
相
が
議
長
で
あ
る

こ
と
か
ら
通
称
ジ
ョ
ス
パ
ン
委
員
会
）
が
作
成
し
た
ジ
ョ
ス
パ
ン
報
告（
4
）書の
第
二
章
「
平
等
原
則
を
よ
り
重
視
し
た
共
和
国
大
統
領
お
よ
び

閣
僚
の
裁
判
上
の
地
位
」
に
お
い
て
、
そ
の
廃
止
が
提
案
さ
れ
て
い
る
通
り
、
共
和
国
法
院
の
評
価
は
厳
し
い
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

こ
こ
で
の
「
廃
止
」
の
意
味
合
い
は
中
途
半
端
に
終
わ
っ
た
一
九
九
三
年
改
革
に
存
在
し
た
運
動
ベ
ク
ト
ル
を
徹
底
的
に
完
遂
す
る
も
の

と
い
う
評
価
も
可
能
で
あ
る
た
め
、
共
和
国
法
院
自
体
の
意
義
を
完
全
に
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け

る
憲
法
言
説
空
間
に
お
い
て
日
本
よ
り
も
論
じ
る
機
会
の
多
い
閣
僚
責
任
論
は
第
五
共
和
政
憲
法
の
制
定
で
論
争
が
止
む
こ
と
は
な
く
汚

染
血
液
事
件
に
お
い
て
再
沸
騰
し
、
い
ま
も
な
お
憲
法
学
に
お
い
て
存
在
す
る
一
つ
の
ア
ポ
リ
ア
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
閣
僚
責
任
論
は
そ
の
管
轄
権
を
め
ぐ
り
司
法
の
領
域
と
政
治
の
領
域
の
争
い
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
高
等
法
院
か
ら
共
和
国
法

院
、
そ
し
て
そ
の
廃
止
論
へ
の
流
れ
は
、
専
ら
政
治
の
領
域
に
存
在
し
た
閣
僚
裁
判
を
司
法
の
手
に
委
ね
よ
う
と
す
る
動
き
に
み
え
る
。

閣
僚
裁
判
を
め
ぐ
る
議
論
は
政
治
と
司
法
の
境
界
確
定
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
が
巧
み
に
交
じ
り
合
う
存
在
、
い
わ
ば
「
司
法
と
政
治
と
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ（
5
）ド」
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
日
本
の
憲
法
学
に
お
い
て
も
司
法
の
役
割
を
め
ぐ
る
議
論
に
対
し
何
ら
か
の
示
唆
を
与
え

る
可
能
性
が
期
待
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
高
等
法
院
・
共
和
国
法
院
と
い
う
閣
僚
責
任
を
追
及
す
る
統
治
機
構
を
対
象
に
す
る
こ
と
で

「
政
治
」
と
「
法
（
司
法
）」
の
二
つ
の
ロ
ジ
ッ
ク
の
対
立
・
均
衡
点
を
描
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
筆
者
は
考
え

て
い
る
。
政
治
と
司
法
を
め
ぐ
る
問
題
は
専
ら
違
憲
審
査
権
を
め
ぐ
る
議
論
で
考
察
さ
れ
て
き
た
問
題
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
憲
法
も
二
〇

〇
八
年
憲
法
改
正
に
よ
り
「
違
憲
の
抗
弁
」
と
い
う
事
後
的
審
査
制
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
は
、
日
本
の
フ
ラ
ン
ス
研
究
者
に
よ
る
多
く
の

論
攷
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
他
方
で
、
共
和
国
法
院
改
革
を
め
ぐ
る
問
題
に
お
い
て
も
「
政
治
」
と
「
法
」
が
鋭
く
対
立
し
て
い
る
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
、
こ
の
問
題
で
興
味
深
い
点
は
、
こ
の
対
立
が
、
フ
ラ
ン
ス
憲
法
が
伝
統
と
し
て
き
た
閣
僚
責
任
・
裁
判
の
原
理
原
則
と
平

等
原
理
・
法
治
国
家
の
促
進
と
い
う
異
な
る
憲
法
原
理
の
対
立
・
調
整
と
い
う
様
相
を
呈
し
て
い
る
点
、
そ
し
て
様
々
な
憲
法
原
理
・
憲
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法
価
値
が
複
雑
に
絡
み
合
い
な
が
ら
一
つ
の
制
度
の
形
成
・
修
正
を
繰
り
返
し
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
憲
法
史
の
一
側
面
を
構
成
す
る
点
で
あ

ろ
う
。

㈡
　
本
論
文
の
目
的

　
筆
者
は
右
に
述
べ
た
問
題
意
識
の
も
と
、
そ
の
素
材
と
な
る
閣
僚
裁
判
権
（
高
等
法
院
・
共
和
国
法
院
制
度
）
の
研
究
を
試
み
て
い
る
。

一
九
九
三
年
に
創
設
さ
れ
た
共
和
国
法
院
は
実
務
上
・
理
論
上
の
問
題
を
多
く
孕
む
も
の
で
あ
り
興
味
深
い
存
在
で
あ
る
が
、
共
和
国
法

院
研
究
に
お
い
て
も
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
第
五
共
和
政
高
等
法
院
、
そ
し
て
、
そ
れ
以
前
の
高
等
法
院
制
度
の
連
関
・
比
較
に
よ
り
分

析
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
論
文
は
、
現
行
の
共
和
国
法
院
制
度
の
研
究
の
前
提
と
な
る
序
論
的
研
究
と
し
て
、
高
等
法

院
制
度
に
着
目
し
、
ま
ず
、
フ
ラ
ン
ス
憲
法
が
伝
統
的
に
設
置
し
て
き
た
高
等
法
院
の
歴
史
を
概
観
し
つ
つ
、
高
等
法
院
制
度
の
類
型
と

問
題
に
な
る
論
点
を
明
ら
か
に
し
（
↓
二
）、
次
に
、
閣
僚
責
任
論
で
特
に
注
目
さ
れ
る
第
三
共
和
政
高
等
法
院
の
有
名
な
マ
ル
ヴ
ィ
事

件
と
組
織
法
律
の
制
定
に
お
い
て
浮
か
び
上
が
る
諸
問
題
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
（
↓
三
）。

二
　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
高
等
法
院
制
度

㈠
　
高
等
法
院
制
度
の
歴
史
的
展
開

　
現
行
の
共
和
国
法
院
と
な
る
以
前
に
、
革
命
か
ら
第
五
共
和
政
ま
で
の
憲
法
で
設
け
ら
れ
た
高
等
法
院
の
数
は
一
三
に
及
ぶ
。
す
べ
て

に
つ
い
て
言
及
す
る
紙
幅
の
余
裕
は
な
い
た
め
、
以
下
で
は
簡
潔
な
記
述
に
と
ど
め
る
。
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1　

一
七
九
一
年
憲
法
〜
共
和
暦
Ⅻ
年
（
一
八
〇
四
年
）
憲
法

　
近
代
的
な
高
等
法
院
制
度
の
始
ま
り
は
一
七
九
一
年
憲
法
の
高
等
法
院
で
あ
る
。
設
立
の
発
端
は
一
七
八
九
年
七
月
二
三
日
に
国
民
議

会
が
国
家
反
逆
罪
に
問
わ
れ
た
権
力
受
託
者
を
裁
判
す
る
た
め
に
特
別
裁
判
所
の
設
置
を
宣
言
し
た
こ
と
で
あ
り
、
首
都
の
通
常
裁
判
所

（
パ
リ
シ
ャ
ト
レ
裁
判
所
）
に
裁
判
権
を
付
与
し
（
一
七
九
〇
年
一
〇
月
二
五
日
ま
で
）、
次
い
で
、
職
業
裁
判
官
の
み
で
構
成
さ
れ
た
暫
定
的

高
等
法
院
を
オ
ル
レ
ア
ン
に
置
き
（
一
七
九
一
年
三
月
五
日
の
デ
ク
レ
）、
そ
し
て
一
七
九
一
年
三
月
一
〇
・
一
五
日
法
律
、
一
七
九
一
年
九

月
三
〜
一
四
日
憲
法
、
一
七
九
二
年
一
月
三
日
の
法
律
に
よ
っ
て
国
民
高
等
法
院
が
設
立
さ
れ（
6
）た。

　
こ
の
高
等
法
院
は
破
毀
院
か
ら
抽
選
さ
れ
た
四
名
の
大
法
官
と
、
二
四
名
の
高
等
陪
審
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
国
家
安
全
に
対
す
る
罪

お
よ
び
閣
僚
そ
の
他
執
行
権
の
官
吏
の
犯
罪
に
つ
い
て
裁
判
す
る
権
限
を
有
し
て
い
た
。
二
三
件
の
事
件
の
う
ち
判
決
を
形
成
し
た
の
は

無
罪
判
決
の
二
件
と
死
刑
判
決
の
一
件
で
あ（
7
）る。

　
一
七
九
一
年
憲
法
高
等
法
院
は
一
七
九
二
年
の
国
民
公
会
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
が
、
共
和
暦
Ⅲ
年
（
一
七
九
五
年
）
憲
法
で
再
び
高
等

法（
8
）院が

設
置
さ
れ
た
。
こ
の
高
等
法
院
は
、
毎
回
破
毀
裁
判
所
か
ら
抽
選
で
選
ば
れ
た
一
五
名
の
裁
判
官
の
リ
ス
ト
か
ら
秘
密
投
票
で
選

出
さ
れ
る
五
名
の
裁
判
官
お
よ
び
地
方
選
挙
人
会
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
高
等
陪
審
員
で
構
成
さ
れ（
9
）る点
で
一
七
九
一
年
憲
法
と
類
似
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
共
和
暦
Ⅷ
年
（
一
七
九
九
年
）
憲
法
下
で
も
破
毀
院
裁
判
官
と
陪
審
員
か
ら
成
る
高
等
法
院
の
定
め
は
存
在
し
た
が
、

実
際
に
は
招
集
さ
れ
て
い
な
）
10
（
い
。
つ
づ
く
共
和
暦
Ⅹ
年
（
一
八
〇
二
年
）
憲
法
に
は
高
等
法
院
の
規
定
は
存
在
し
な
い
。

　
以
上
は
職
業
裁
判
官
と
国
民
か
ら
選
出
さ
れ
た
陪
審
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
高
等
法
院
で
あ
っ
た
が
、
共
和
暦
Ⅻ
年
憲
法
で
の
高
等
法

院
は
特
殊
で
あ
る
。
こ
の
高
等
法
院
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
る
第
一
帝
政
の
開
始
と
な
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
一
八
〇
四
年
五
月
一
八
日
元
老
院

決
議
」
で
設
立
さ
れ
た
「
帝
国
高
等
法
院
」
で
あ
り
、
憲
法
ⅢⅩ
章
一
〇
一
条
〜
一
三
三
条
か
ら
な
る
詳
細
な
規
定
が
あ
る
。
構
成
員
は
皇

子
ら
、
高
位
保
持
者
、
帝
国
重
臣
、
法
務
大
臣
、
元
老
院
議
員
六
〇
名
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
各
部
長
六
名
、
破
毀
院
構
成
員
二
〇
名
と

多
数
で
あ
る
（
一
〇
四
条
）。
権
限
も
広
範
で
あ
っ
た
が
、
実
際
は
決
し
て
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
自
ら
罷
免
を
断
行
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す
る
こ
と
や
、
特
別
重
罪
裁
判
所
や
軍
事
委
員
会
の
活
用
を
好
ん
で
い
た
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
帝
国
高
等
法
院
の
制
度
の
鈍
重
さ
や
複

雑
さ
が
原
因
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
）
11
（

る
。

2　

一
八
一
四
年
憲
章
〜
一
八
三
〇
年
憲
章

　
王
政
復
古
期
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
一
八
一
四
年
憲
章
は
フ
ラ
ン
ス
に
議
院
内
閣
制
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
し
て
紹
）
12
（

介
さ
れ
る
が
、
こ

の
憲
章
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
高
等
法
院
は
第
二
院
で
あ
る
貴
族
院
が
閣
僚
裁
判
権
と
し
て
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
ナ
ポ
レ
オ
ン

の
「
百
日
天
下
」
の
期
間
に
発
効
し
た
一
八
一
五
年
帝
国
憲
法
附
加
法
も
実
際
は
一
八
一
四
年
憲
章
と
類
似
し
て
い
る
。

　
一
八
一
四
年
憲
章
に
お
い
て
貴
族
院
は
閣
僚
に
対
す
る
裁
判
権
を
行
使
す
る
（
五
五
条
）。
こ
の
憲
章
で
は
反
逆
と
公
金
横
領
の
場
合

の
み
閣
僚
は
訴
追
さ
れ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
た
（
五
六
条
）。
一
八
一
四
年
憲
章
の
改
訂
版
で
あ
る
一
八
三
〇
年
憲
章
で
は
こ
う
し
た

限
定
は
な
く
な
っ
た
。
組
織
法
律
は
採
決
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
七
月
革
命
後
の
シ
ャ
ル
ル
Ⅹ
世
の
訴
追
の
際
に
、
貴
族
院
が
経
験
的
な
方

法
に
よ
っ
て
定
め
て
い
る
。
予
）
13
（

審
は
下
院
に
与
え
ら
れ
、
貴
族
法
院
が
補
充
的
予
審
を
担
当
す
る
予
審
委
員
を
指
名
す
る
。
こ
れ
ら
の
高

等
法
院
は
王
政
復
古
か
ら
七
月
王
政
期
ま
で
に
活
発
に
用
い
ら
れ
、
ネ
ー
元
帥
（
一
八
一
五
年
）
ら
の
処
刑
や
国
家
安
全
に
対
す
る
犯
罪

で
の
裁
判
が
多
く
行
わ
れ
た
。
と
く
に
シ
ャ
ル
ル
Ⅹ
世
の
四
閣
僚
（
ポ
リ
ニ
ャ
ッ
ク
元
首
相
・
外
相
、
シ
ャ
ン
ト
ゥ
ロ
ー
ズ
元
法
務
大
臣
、
ペ
ロ

ネ
ー
元
内
務
大
臣
、
ゲ
ル
ノ
ン
・
ド
・
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
元
国
民
教
育
大
臣
）
の
訴
追
が
有
名
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
反
逆
罪
を
定
義
す
る
法
律
は
定

め
ら
れ
ず
、
裁
判
の
際
に
こ
れ
を
画
定
し
よ
う
す
る
「
至
高
的
権
限
（pouvoir souverain

）」
を
法
院
は
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

3　

一
八
四
八
年
憲
法
・
一
八
五
二
年
憲
法

　
こ
こ
か
ら
第
二
共
和
政
の
時
代
に
な
り
、
革
命
期
の
制
度
に
回
帰
す
る
。
す
な
わ
ち
、
一
八
四
八
年
憲
法
高
等
法
院
は
互
選
・
絶
対
多

数
決
で
破
毀
院
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
五
名
の
裁
判
官
と
、
三
六
名
の
陪
審
員
か
ら
構
成
さ
れ
）
14
（
る
。
一
八
五
二
年
憲
法
も
基
本
的
に
は
一
八
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四
八
年
憲
法
の
制
度
を
維
持
し
て
お
り
、
元
老
院
決
議
で
具
体
的
に
組
織
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
高
等
法
院
は
一
八
七
〇
年
に
廃
止

さ
れ
た
。

4　

第
三
共
和
政
憲
法

　
第
三
共
和
政
で
は
一
八
一
四
年
憲
章
、
一
八
三
〇
年
憲
章
の
制
度
に
戻
る
が
、
実
に
簡
潔
な
規
定
で
、「
閣
僚
は
職
務
行
使
時
に
犯
し

た
重
罪
に
つ
い
て
下
院
に
よ
り
訴
追
さ
れ
、
元
老
院
に
よ
り
裁
判
を
受
け
る
」（
一
八
七
五
年
七
月
一
六
日
の
憲
法
的
法
律
一
二
条
二
項
）
と
定

め
て
お
り
、
訴
追
機
関
が
下
院
、
裁
判
機
関
が
元
老
院
と
な
っ
て
い
る
。
共
和
国
大
統
領
の
場
合
は
こ
れ
ら
の
機
関
が
排
他
的
権
限
・
管

轄
を
も
つ
が
（
同
条
一
項
）、
閣
僚
の
場
合
は
そ
の
よ
う
な
限
定
が
な
く
、
通
常
刑
事
裁
判
所
と
の
管
轄
権
の
競
合
が
認
め
ら
れ
）
15
（
る
。
閣

僚
の
刑
事
責
任
追
及
の
た
め
の
法
院
の
構
成
お
よ
び
手
続
に
つ
い
て
は
法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
た
が
（
同
条
五
項
）、

実
際
に
は
一
九
一
八
年
一
月
五
日
の
法
律
で
定
め
ら
れ
）
16
（
た
。
第
三
共
和
政
の
高
等
法
院
で
は
、
後
述
す
る
「
マ
ル
ヴ
ィ
事
件
」
が
有
名
で

あ
り
、
こ
の
事
件
を
め
ぐ
り
公
法
学
者
・
刑
法
学
者
が
激
し
い
論
争
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。

　
な
お
、
第
三
共
和
政
憲
法
の
閣
僚
責
任
に
つ
い
て
の
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
大
戦
期
の
ヴ
ィ
シ
ー
政
権
に
お
け
る
一
九
四
〇
年
七
月
三
〇

日
の
憲
法
的
行
為
（Acte constitutionnel

）
第
五
号
で
廃
止
さ
れ
た
。

5　

第
四
共
和
政
憲
法

　
第
四
共
和
政
で
も
憲
法
上
の
規
定
は
存
在
す
る
（
五
六
か
ら
五
九
条
）。
五
八
条
に
よ
り
高
等
法
院
は
各
立
法
期
の
は
じ
め
に
国
民
議
会

に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
二
七
日
法
律
に
組
織
と
職
務
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
法
律
に
よ
れ
ば
、
訴

追
は
第
一
院
の
国
民
議
会
の
秘
密
投
票
に
よ
り
多
数
決
で
決
定
さ
れ
る
。
一
方
、
第
二
院
で
あ
る
共
和
国
評
議
会
は
予
審
に
の
み
関
与
す

る
。
こ
の
よ
う
に
議
会
が
管
轄
権
を
も
つ
こ
と
は
第
三
共
和
政
と
変
わ
り
が
な
い
が
、
第
一
院
の
国
民
議
会
が
専
ら
裁
判
機
関
と
な
っ
て
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い
た
こ
と
に
違
い
が
あ
る
。
第
四
共
和
政
憲
法
が
国
民
議
会
を
中
心
に
据
え
て
立
法
権
を
独
占
さ
せ
、
共
和
国
評
議
会
を
諮
問
機
関
と
し

て
の
地
位
に
と
ど
め
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
説
明
が
つ
）
17
（

く
。
も
っ
と
も
、
こ
の
高
等
法
院
は
一
度
も
開
廷
さ
れ
て
い
な
い
。

6　

第
五
共
和
政
憲
法

　
現
行
の
第
五
共
和
政
憲
法
も
高
等
法
院
の
規
定
を
置
い
て
い
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
制
定
当
時
の
高
等
法
院
は
、
司
法
高
等
法
院

（La H
aute Cour de Justice

）
の
標
題
で
憲
法
第
九
章
に
規
定
を
置
い
て
い
た
。
ま
ず
構
成
に
つ
い
て
定
め
る
六
七
条
は
、「
司
法
高
等
法

院
を
創
設
す
る
」（
一
項
）、「
司
法
高
等
法
院
は
国
民
議
会
と
元
老
院
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
同
数
選
出
さ
れ
る
構
成
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

そ
の
構
成
員
か
ら
議
長
を
選
出
す
る
」（
二
項
）、「
高
等
法
院
の
構
成
、
職
務
な
ら
び
に
高
等
法
院
に
適
用
さ
れ
る
手
続
は
組
織
法
律
が

定
め
る
」（
三
項
）
と
規
定
す
る
。
一
九
五
九
年
一
月
二
日
の
組
織
法
律
で
は
こ
の
正
構
成
員
を
二
四
名
と
定
め
る
。
ま
た
、
訴
追
提
案

は
十
分
の
一
の
国
民
議
会
議
員
ま
た
は
元
老
院
議
員
の
署
名
を
必
要
と
す
る
。

　
責
任
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
大
統
領
と
閣
僚
で
異
な
る
定
め
で
あ
っ
た
。
大
統
領
の
大
反
逆
罪
を
例
外
と
す
る
無
答
責
を
規
定
す
る

（
六
八
条
一
項
）
が
、
閣
僚
に
つ
い
て
は
、
同
条
二
項
で
「
政
府
の
構
成
員
は
そ
の
職
務
の
執
行
中
に
行
っ
た
行
為
の
際
に
重
罪
ま
た
は
軽

罪
に
該
当
す
る
行
為
に
つ
い
て
刑
事
上
責
任
を
負
う
。
前
項
で
定
め
る
手
続
は
、
政
府
構
成
員
な
ら
び
に
国
家
安
全
に
対
す
る
陰
謀
の
場

合
は
そ
の
共
犯
者
に
も
適
用
さ
れ
る
。
本
項
で
定
め
る
場
合
に
は
、
高
等
法
院
は
、
行
為
時
に
施
行
さ
れ
て
い
た
刑
事
法
か
ら
生
じ
る
重

罪
お
よ
び
軽
罪
の
定
義
、
な
ら
び
に
刑
罰
の
決
定
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
」
と
定
め
て
い
た
。
大
統
領
に
つ
い
て
の
規
定
は
二
〇
〇
七
年

改
正
、
閣
僚
に
つ
い
て
は
共
和
国
法
院
を
設
立
す
る
一
九
九
三
年
改
正
に
よ
っ
て
現
行
の
も
の
と
な
っ
た
。
閣
僚
を
含
む
政
府
構
成
員
の

刑
事
責
任
に
つ
い
て
は
、
六
八
条
の
一
第
一
項
に
お
い
て
、「
政
府
の
構
成
員
は
、
そ
の
職
務
の
執
行
中
に
行
っ
た
行
為
で
、
か
つ
、
そ

の
行
為
時
に
重
罪
も
し
く
は
軽
罪
に
該
当
し
た
行
為
に
つ
い
て
、
刑
事
上
の
責
任
を
負
う
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、「
共
和
国
法
院
は
、

法
律
の
定
め
る
重
罪
お
よ
び
軽
罪
の
定
義
、
な
ら
び
に
刑
罰
の
決
定
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
実
定
刑
事
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法
の
拘
束
を
受
け
る
。

　
共
和
国
法
院
の
構
成
を
定
め
る
六
八
条
の
二
に
よ
れ
ば
、
そ
の
一
五
名
の
判
事
は
「
国
民
議
会
の
改
選
ま
た
は
元
老
院
の
一
部
改
選
後

に
各
議
員
内
部
か
ら
同
数
で
選
出
さ
れ
る
一
二
名
の
国
会
議
員
お
よ
び
三
名
の
破
毀
院
裁
判
官
」
か
ら
構
成
さ
れ
、
破
毀
院
裁
判
官
が
共

和
国
法
院
を
主
宰
す
る
（
一
項
）。
ま
た
高
等
法
院
と
は
異
な
り
、「
政
府
構
成
員
が
そ
の
職
務
執
行
中
に
犯
し
た
重
罪
ま
た
は
軽
罪
に

よ
っ
て
権
利
・
利
益
を
侵
害
さ
れ
た
こ
と
を
主
張
す
る
者
」
を
告
訴
権
者
と
規
定
し
（
二
項
）、
そ
の
告
訴
を
受
け
た
調
査
委
員
会
が
棄

却
か
移
送
を
命
じ
る
か
（
三
項
）、
破
毀
院
事
務
総
長
が
職
権
で
提
訴
す
る
か
（
四
項
）
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
共
和
国
法
院
は
、
専
ら
議
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
き
た
高
等
法
院
と
は
異
な
り
、
破
毀
院
の
職
業
裁
判
官
が
裁
判
機
関
に

関
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
点
、
ま
た
市
民
に
よ
る
告
訴
を
実
現
し
た
点
で
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
る
。

㈡
　
高
等
法
院
の
特
徴
と
類
型

1　

裁
判
機
関
に
よ
る
類
型
化

　
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
例
外
が
あ
る
も
の
の
フ
ラ
ン
ス
の
憲
法
典
は
ほ
と
ん
ど
高
等
法
院
を
定
め
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の

構
成
や
権
限
は
一
様
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
ベ
ル
ト
ラ
ン
・
マ
チ
ュ
ー
ら
は
、
そ
の
構
成
（
特
に
、
裁
判
を
行
い
判
決
を
下
す
裁
判
機
関
）
に
着
目
し
、
こ
れ
ら
の
高
等
法
院
を
〈
陪
審

を
伴
う
も
の
〉・〈
議
会
第
二
院
が
裁
判
機
関
を
構
成
す
る
も
の
〉・〈
陪
審
の
な
い
特
別
裁
判
所
〉
の
三
つ
に
分
類
す
る
（
以
下
、
陪
審
型
、

議
会
第
二
院
型
、
特
別
裁
判
所
型
と
す
る
）。
そ
し
て
、
陪
審
型
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、
一
七
九
一
年
憲
法
・
共
和
暦
Ⅲ
年
憲
法
・
共
和
暦

Ⅷ
年
憲
法
・
一
八
四
八
年
憲
法
・
一
八
五
二
年
憲
法
、
議
会
第
二
院
型
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、
一
八
一
四
年
憲
章
・
一
八
三
〇
年
憲

法
・
第
三
共
和
政
憲
法
、
陪
審
の
な
い
特
別
裁
判
所
型
に
属
す
る
も
の
と
し
て
共
和
暦
Ⅻ
年
憲
法
、
第
四
共
和
政
憲
法
、
第
五
共
和
政
憲

法
を
挙
げ
て
い
る
。
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こ
の
分
類
方
法
は
、
陪
審
の
有
無
と
議
会
の
第
二
院
が
構
成
す
る
か
否
か
で
区
別
す
る
点
で
明
快
で
あ
る
が
、
説
明
の
便
宜
の
た
め
に

使
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
特
に
第
三
共
和
政
憲
法
・
第
四
共
和
政
憲
法
・
第
五
共
和
政
憲
法
の
関
係
を
適
切
に
表
現
す
る
も
の

で
あ
る
か
と
い
う
点
で
疑
問
が
生
じ
る
。

2　

ジ
ャ
ン‒
ジ
ャ
ッ
ク
・
ク
レ
ー
ル
の
分
析

　
⑴
　
ク
レ
ー
ル
に
よ
る
類
型
化

　
こ
の
点
、
ジ
ャ
ン‒
ジ
ャ
ッ
ク
・
ク
レ
ー
ル
が
高
等
法
院
に
関
す
る
論
攷
に
お
い
て
詳
細
な
分
析
を
施
し
て
い
る
。
ま
ず
、
通
常
裁
判

所
か
ら
分
離
さ
れ
た
政
治
裁
判
の
存
在
理
由
に
つ
い
て
、
ク
レ
ー
ル
は
第
一
に
、
政
治
犯
罪
の
例
外
的
な
重
要
性
、
す
な
わ
ち
政
治
・
社

会
秩
序
に
と
っ
て
そ
の
政
治
犯
罪
が
示
す
危
険
性
を
、
第
二
に
、
通
常
裁
判
所
へ
の
圧
力
が
懸
念
さ
れ
る
被
告
人
の
地
位
を
指
摘
す
）
18
（

る
。

こ
の
指
摘
は
、
後
述
の
高
等
法
院
の
権
限
を
め
ぐ
る
議
論
に
関
わ
る
も
の
で
、
前
者
は
事
物
管
轄
（ratione m

ateriae

）
を
正
当
化
し
、

後
者
は
人
的
管
轄
（ratione personae

）
を
正
当
化
す
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
さ
て
、
革
命
以
降
に
フ
ラ
ン
ス
憲
法
史
が
経
験
し
て
き
た
高
等
法
院
の
構
成
や
権
限
は
、
右
に
み
て
き
た
よ
う
に
決
し
て
一
様
で
は
な

い
。
そ
こ
で
、
ク
レ
ー
ル
は
高
等
法
院
の
類
型
化
を
試
み
る
際
に
、
ま
ず
フ
ラ
ン
ス
の
共
和
政
憲
法
を
支
え
て
い
る
二
つ
の
伝
統
に
つ
い

て
言
及
す
る
。
そ
の
一
方
は
、
第
二
帝
政
ま
で
つ
づ
く
一
七
九
一
年
憲
法
の
「
革
命
期
の
伝
統
（tradition révolutionnaire

）」
で
あ
り
、

他
方
は
、
一
八
一
四
年
憲
章
・
一
八
三
〇
年
憲
章
に
あ
ら
わ
れ
る
「
君
主
制
の
伝
統
（tradition m

onarchist

）」
で
あ
る
。「
革
命
期
の
伝

統
」
に
は
共
和
暦
Ⅲ
・
Ⅷ
・
一
八
四
八
年
・
一
八
五
二
年
憲
法
が
含
ま
れ
、「
君
主
制
の
伝
統
」
は
第
三
共
和
政
で
も
維
持
さ
れ
て
い
る

モ
デ
ル
で
あ
る
と
指
摘
す
）
19
（
る
。
結
論
的
に
、
ク
レ
ー
ル
は
第
四
共
和
政
・
第
五
共
和
政
憲
法
の
高
等
法
院
を
、
双
方
の
シ
ス
テ
ム
を
折
衷

し
な
が
ら
第
三
共
和
政
の
制
度
を
修
正
し
た
「
第
三
の
道
」
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
）
20
（

る
。
こ
の
第
三
の
道
を
形
成
し
て
い
る
二
つ
の
伝
統

と
し
て
の
「
革
命
期
の
伝
統
」
型
の
高
等
法
院
と
「
君
主
制
の
伝
統
」
型
高
等
法
院
の
特
徴
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
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い
。

　
⑵
　「
革
命
期
の
伝
統
」
型
高
等
法
院

　「
革
命
期
の
伝
統
」
型
の
高
等
法
院
を
基
礎
づ
け
て
い
る
の
は
一
七
九
一
年
以
降
の
革
命
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
一
七
九
一
年
憲
法

で
明
文
化
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
暫
定
的
な
裁
判
所
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
高
等
法
院
と
し
て
確
立
し
、
一
七
九
一
年
憲
法
で
肯
定
さ
れ
た

一
七
九
一
年
五
月
一
〇
〜
一
五
日
の
デ
ク
レ
が
「
革
命
期
の
伝
統
」
型
高
等
法
院
の
構
成
を
特
徴
づ
け
て
い
る
。
ク
レ
ー
ル
に
よ
る
と
そ

の
構
成
上
の
特
徴
は
「
陪
審
要
素
（élém

ent juré

）」
と
「
司
法
要
素
（élém

ent judiciaire

）」
の
二
つ
の
要
素
か
ら
成
）
21
（
る
。
陪
審
要
素
は
、

「
高
等
陪
審
（haut jury
）」
と
名
付
け
ら
れ
た
、
能
動
市
民
（citoyen actif

）
か
ら
間
接
選
挙
で
選
ば
れ
る
者
に
相
当
す
る
。
司
法
要
素

は
破
毀
裁
判
所
か
ら
選
出
さ
れ
る
職
業
裁
判
官
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
判
決
機
関
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
任
命
方
法
の
細
か
な
手
続

上
の
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
以
降
の
「
革
命
期
の
伝
統
」
型
高
等
法
院
で
も
共
通
す
る
要
素
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
マ
チ
ュ
ー
ら
が

分
類
し
た
陪
審
型
と
も
共
通
す
る
。
た
だ
し
、
判
決
機
関
で
は
な
い
検
察
（m

inistère public

）
に
つ
い
て
は
差
異
が
あ
る
。
ま
ず
、
一

七
九
一
年
憲
法
で
は
、
立
法
府
が
そ
の
構
成
員
か
ら
選
出
し
た
四
名
に
よ
り
起
訴
が
行
わ
れ
て
お
り
、
政
治
色
が
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。

他
方
で
、
共
和
暦
Ⅲ
年
憲
法
で
は
互
選
で
選
ば
れ
た
二
名
の
破
毀
裁
判
官
に
よ
り
起
訴
が
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
点
で
ク
レ
ー
ル
は
前

者
を
「
極
端
な
政
治
化
（politisation extrêm

e

）」、
後
者
を
「
裁
判
所
へ
の
委
任
（juridictionnalisation

）」
と
し
て
分
析
す
）
22
（
る
。
た
だ
し

留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
一
八
四
八
年
憲
法
・
一
八
五
二
年
憲
法
も
職
業
裁
判
官
に
よ
り
検
察
職
務
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
共
通
す
る
が
、

検
察
は
一
八
四
八
年
憲
法
で
は
場
合
に
よ
り
国
民
議
会
か
共
和
国
大
統
領
に
よ
り
指
名
さ
れ
、
一
八
五
二
年
憲
法
で
は
常
に
共
和
国
大
統

領
に
よ
り
指
名
さ
れ
て
い
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
ク
レ
ー
ル
は
「
検
察
の
任
命
モ
デ
ル
に
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
公
訴
提
起
は
、
司
法

権
の
資
格
で
は
介
入
せ
ず
、
自
ら
の
活
動
に
よ
っ
て
作
動
す
る
こ
と
の
な
い
と
こ
ろ
の
司
法
権
〔
た
だ
し
、
一
七
九
一
年
憲
法
は
立
法
府
で
あ

る
〕
に
よ
っ
て
常
に
巧
み
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
高
等
法
院
へ
の
付
託
を
行
う
の
は
〔
本
来
の
〕
検
察
官
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
）
23
（
る
」

〔
括
弧
書
き
、
筆
者
〕
と
し
て
、
検
察
に
あ
た
る
機
関
の
特
殊
性
を
指
摘
す
る
。
高
等
法
院
の
裁
判
に
つ
い
て
も
検
察
に
相
当
す
る
機
関
の
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公
訴
提
起
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
検
察
の
役
目
を
職
業
裁
判
官
が
担
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
任
命
方
法
が
政
治
色
の
強

い
も
の
で
あ
る
限
り
、
全
体
の
手
続
に
お
い
て
政
治
性
を
帯
び
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
「
革
命
期
の
伝
統
」
型
高
等
法
院
の
権
限
に
つ
い
て
は
、
一
七
九
一
年
五
月
一
〇
〜
一
五
日
の
デ
ク
レ
四
条
が
「
国
民
高
等
法
院

は
立
法
府
が
起
訴
を
必
要
と
判
断
し
た
す
べ
て
の
重
罪
と
軽
罪
に
つ
い
て
管
轄
を
有
す
る
」
と
定
め
て
お
り
、
当
初
想
定
さ
れ
て
い
た
管

轄
権
は
極
め
て
広
い
も
の
で
、
議
会
の
訴
追
意
思
の
ほ
か
に
限
界
を
設
け
て
い
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
一
七
九
一
年
憲
法
第
五
章
二
三
条

で
は
「
閣
僚
お
よ
び
執
行
権
の
主
要
官
吏
の
軽
罪
、
な
ら
び
に
、
国
家
の
一
般
的
安
全
を
冒
す
重
罪
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
人
的
管
轄

と
事
物
管
轄
が
若
干
で
は
あ
る
が
明
確
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
広
い
管
轄
権
を
有
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
広
範
な
権
限
に
関

し
て
ク
レ
ー
ル
は
実
践
や
先
例
か
ら
、
専
ら
優
位
性
を
有
し
て
い
た
の
は
後
者
の
国
家
安
全
に
対
す
る
罪
と
い
う
事
物
管
轄
で
あ
り
、
閣

僚
の
裁
判
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
）
24
（

る
。
な
お
、
当
時
の
閣
僚
は
、
政
治
責
任
の
規
定
は
な
く
、
一
七
九
一
年
四
月
二

七
日
―
五
月
二
五
日
の
法
律
に
よ
っ
て
閣
僚
が
、
①
閣
僚
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
国
家
安
全
お
よ
び
王
国
憲
法
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
軽
罪
、

②
個
人
の
自
由
お
よ
び
財
産
へ
の
あ
ら
ゆ
る
侵
害
、
③
閣
僚
が
行
い
、
あ
る
い
は
、
有
利
に
働
い
た
、
立
法
府
の
デ
ク
レ
の
な
い
あ
ら
ゆ

る
公
金
の
使
用
お
よ
び
あ
ら
ゆ
る
公
金
の
浪
費
に
つ
い
て
刑
事
責
任
を
負
う
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
い
わ
ば
高
等
法
院
に
お
け
る

閣
僚
責
任
の
代
用
と
し
て
刑
事
責
任
を
問
う
形
で
活
用
さ
れ
）
25
（

た
。
一
方
で
市
民
に
よ
る
閣
僚
の
民
事
賠
償
請
求
は
、
市
民
の
請
求
に
閣
僚

の
行
為
が
拘
束
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
立
法
府
が
予
め
デ
ク
レ
に
よ
り
認
め
た
場
合
の
み
認
め
ら
れ
る
も
の
で

あ
っ
）
26
（

た
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
ク
レ
ー
ル
は
閣
僚
裁
判
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
分
析
す
）
27
（

る
。
第
一
に
、「
高
等
法
院
へ
付
託
は
常
に
任
意
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
は
、
刑
事
で
の
閣
僚
の
訴
追
は
専
ら
立
法
府
の
意
思
に
依
存
す
る
」。
第
二
に
、「
閣
僚
と
議
会
と
の
衝
突
が
発
展
し
や
す
い
状

況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
議
会
は
常
に
閣
僚
の
起
訴
を
た
め
ら
う
が
、
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
公
の
安
寧
や
政
治
的
安
定
性
の
観
点
か
ら
手
続

が
利
益
よ
り
も
不
利
益
に
な
る
と
思
わ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
」。
第
三
に
、「
閣
僚
は
そ
の
職
務
を
理
由
に
一
般
市
民
と
は
異
な
る
。
国



法学政治学論究　第107号（2015.12）

114

家
理
性
は
刑
事
上
閣
僚
が
通
常
裁
判
所
に
召
喚
さ
れ
る
こ
と
を
妨
げ
る
」。
第
四
に
、「
司
法
高
等
法
院
の
み
が
閣
僚
を
裁
判
で
き
る
。
し

か
し
こ
の
例
外
裁
判
権
は
損
害
賠
償
請
求
に
お
け
る
閣
僚
の
民
事
責
任
を
評
価
す
る
能
力
を
も
た
な
い
。
閣
僚
へ
の
損
害
賠
償
請
求
の
可

能
性
は
予
め
議
会
が
起
訴
を
決
定
す
る
デ
ク
レ
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
」
と
分
析
す
る
。

　
⑶
　「
君
主
制
の
伝
統
」
型
高
等
法
院

　「
君
主
制
の
伝
統
」
型
高
等
法
院
に
該
当
す
る
の
は
一
八
一
四
年
憲
章
お
よ
び
一
八
三
〇
年
憲
章
で
あ
る
。
ク
レ
ー
ル
が
焦
点
を
当
て

て
い
る
点
は
、
こ
れ
ら
の
「
君
主
制
」
に
お
け
る
制
度
の
類
似
性
が
、「
共
和
政
」
で
あ
る
第
三
共
和
政
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
二
つ
の
憲
章
と
第
三
共
和
政
の
憲
法
と
し
て
の
一
八
七
五
年
の
憲
法
的
諸
法
律
と
の
親
子
関
係
（parenté

）
が
み
ら
れ
る
こ

と
で
あ
）
28
（
る
。

　
こ
の
「
君
主
制
の
伝
統
」
型
の
高
等
法
院
の
構
成
は
、
下
院
が
訴
追
機
関
、
上
院
（
貴
族
院
・
元
老
院
）
が
裁
判
機
関
と
な
っ
て
い
る

点
で
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ピ
ー
チ
メ
ン
ト
と
類
似
の
構
成
を
と
る
（
一
八
一
四
年
憲
章
五
五
条
、
一
八
三
〇
年
憲
章
四
七
条
、
一
八
七
五
年
七
月
一

六
日
の
憲
法
的
法
律
一
二
条
）。
そ
し
て
、
そ
の
権
限
は
事
物
管
轄
と
し
て
は
、
行
為
者
の
地
位
に
か
か
わ
ら
ず
国
家
安
全
に
対
す
る
侵
害

の
管
轄
権
を
有
す
る
（
一
八
一
四
年
憲
章
三
三
条
、
一
八
三
〇
年
憲
章
二
八
条
、
一
八
七
五
年
二
月
二
四
日
の
憲
法
的
法
律
九
条
お
よ
び
七
月
一
六
日

の
憲
法
的
法
律
一
二
条
、
た
だ
し
前
二
者
の
憲
章
は
反
逆
罪
も
規
定
）。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
は
閣
議
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
デ
ク
レ
に
よ
り
高

等
法
院
が
形
成
さ
れ
る
。
人
的
管
轄
は
閣
僚
の
刑
事
裁
判
で
あ
り
、
こ
の
場
合
は
下
院
が
訴
追
機
関
と
な
る
。
議
院
内
閣
制
を
採
用
す
る

こ
れ
ら
の
憲
章
・
憲
法
で
は
、
議
院
内
閣
制
で
問
題
と
な
る
政
治
責
任
と
高
等
法
院
で
問
わ
れ
る
刑
事
責
任
が
併
存
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
ク
レ
ー
ル
は
、「
こ
こ
〔
高
等
法
院
の
人
的
管
轄
〕
に
高
等
法
院
の
重
要
な
権
限
の
う
ち
の
一
つ
が
見
出
さ
れ
る
。
と

い
う
の
は
、
閣
僚
の
刑
事
責
任
が
議
院
内
閣
制
的
特
徴
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
し
て
も
、
政
治
責
任
が
そ
の
前
に
存
在
す
る
刑
事
責
任

の
い
わ
ば
抜
け
道
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
内
閣
の
政
治
的
・
集
団
的
責
任
の
優
位
が
け
っ
し
て
個
人
の
刑
事
責
任
を
切
り
離
す

も
の
で
は
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
原
理
に
お
い
て
独
立
し
た
こ
の
二
つ
の
責
任
は
、
相
互
に
補
強
さ
れ
、
補
充
さ
れ
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る
も
の
で
あ
る
。
閣
僚
は
政
治
責
任
や
民
事
責
任
が
不
十
分
で
あ
る
よ
う
な
重
大
な
〔
刑
事
的
〕
違
法
を
犯
す
可
能
性
が
あ
）
29
（
る
」
と
指
摘

す
る
。

　
ま
た
、
一
八
一
四
年
憲
章
・
一
八
三
〇
年
憲
章
・
一
八
七
五
年
憲
法
的
法
律
に
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
、
こ
の
高
等
法
院
が
管
轄
を
も

つ
閣
僚
の
刑
事
責
任
が
極
め
て
簡
素
な
形
で
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
八
一
四
年
憲
章
五
六
条
は
「
反
逆
罪
お
よ
び
公

金
横
領
」
を
、
一
八
七
五
年
二
月
二
四
憲
法
的
法
律
一
二
条
は
「
職
務
行
使
時
に
犯
し
た
重
罪
」
を
定
め
、
こ
れ
ら
の
性
質
決
）
30
（

定
を
法
律

に
委
ね
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
犯
罪
の
構
成
要
件
は
法
律
の
定
め
が
な
い
限
り
曖
昧
な
ま
ま
で
あ
る
。
な
お
、
一
八
三
〇
年
憲

章
に
は
固
有
の
規
定
が
存
在
し
な
い
。
さ
ら
に
手
続
を
定
め
る
法
律
も
必
ず
し
も
当
初
か
ら
制
定
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
他
の
裁

判
権
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
一
八
七
五
年
高
等
法
院
で
は
、
閣
僚
の
高
等
法
院
へ
の
訴
追
は
議
会
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の

こ
と
は
閣
僚
が
単
な
る
市
民
と
し
て
通
常
裁
判
所
に
起
訴
さ
れ
る
可
能
性
を
残
す
も
の
で
あ
り
、
管
轄
権
は
競
合
す
る
余
地
が
あ
）
31
（

る
。
ま

た
、
閣
僚
の
民
事
責
任
請
求
、
す
な
わ
ち
附
帯
私
訴
（partie civile

）
は
高
等
法
院
に
お
い
て
は
排
除
さ
れ
る
。
そ
の
主
な
理
由
と
し
て

は
高
等
法
院
の
よ
う
な
政
治
裁
判
は
市
民
の
訴
権
を
観
念
せ
ず
、
訴
権
と
し
て
認
め
ら
れ
る
附
帯
私
訴
は
高
等
法
院
で
は
認
め
ら
れ
な
い

と
い
う
も
の
で
あ
）
32
（
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、「
君
主
制
の
伝
統
」
型
高
等
法
院
の
権
限
の
曖
昧
さ
や
手
続
法
の
不
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
を
め
ぐ

り
、
後
述
す
る
よ
う
な
様
々
な
論
争
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に
ク
レ
ー
ル
は
、「
国
家
安
全
に
対
す
る
侵
害
」
は
陰
謀

（com
plot

）
を
含
む
か
と
い
う
問
題
と
、
マ
ル
ヴ
ィ
事
件
に
あ
ら
わ
れ
た
閣
僚
裁
判
に
お
け
る
高
等
法
院
の
権
限
の
限
界
の
問
題
を
取
り

上
げ
）
33
（

る
。
マ
ル
ヴ
ィ
事
件
の
問
題
点
は
三
に
お
い
て
詳
述
す
る
が
、
実
務
・
通
説
が
高
等
法
院
の
「
至
高
的
権
限
」
を
肯
定
し
、
権
限
を

拡
大
す
る
こ
と
を
擁
護
し
て
い
る
。
陰
謀
の
問
題
に
関
し
て
は
、
元
老
院
は
「
国
家
安
全
に
対
す
る
侵
害
」
を
、
陰
謀
を
含
む
あ
ら
ゆ
る

侵
害
的
行
為
と
し
て
、
ま
た
、
国
家
安
全
を
内
部
的
安
全
と
外
部
的
安
全
を
包
括
し
て
解
釈
し
、
事
物
管
轄
を
拡
張
す
る
解
釈
を
行
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
解
釈
は
特
に
モ
ー
リ
ス
・
デ
ス
ラ
ン
ド
ル
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
批
判
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
）
34
（
る
。
法
の
ロ
ジ
ッ
ク
の
面
で
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は
、
刑
法
典
八
八
条
が
「
実
行
ま
た
は
未
遂
の
み
〔
す
な
わ
ち
、
実
行
の
着
手
が
あ
る
場
合
〕
が
侵
害
を
構
成
す
る
」
と
規
定
し
、
他
方
で

陰
謀
は
実
行
の
準
備
に
向
け
ら
れ
た
行
為
に
あ
り
、
ま
っ
た
く
侵
害
を
構
成
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
批
判
で
あ
る
。
ま
た
、
憲
法
的

な
伝
統
の
観
点
か
ら
、
陪
審
型
高
等
法
院
で
は
高
等
陪
審
が
政
治
コ
オ
ル
・
政
治
的
集
合
体
（corps politique

）
で
は
な
い
し
、
裁
判
官

は
職
業
裁
判
官
で
あ
り
、
一
般
法
上
の
諸
保
障
が
維
持
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
広
範
な
権
限
が
認
め
ら
れ
て
き
た
の
に
対
し
て
、
上
院
が
形

成
す
る
高
等
法
院
の
よ
う
に
、
重
要
な
防
御
権
を
被
告
か
ら
奪
う
の
で
あ
れ
ば
、
よ
り
制
限
的
な
権
限
の
み
を
政
治
コ
オ
ル
に
与
え
る
べ

き
と
い
う
批
判
で
あ
る
。

　
以
上
の
点
に
関
し
て
、
一
八
一
四
年
憲
章
・
一
八
三
〇
年
憲
章
と
一
八
七
五
年
憲
法
的
諸
法
律
に
よ
り
創
設
さ
れ
る
高
等
法
院
は
構

成
・
権
限
に
非
常
に
多
く
の
類
似
点
が
存
在
し
て
い
る
。

　
⑷
　
第
四
共
和
政
・
第
五
共
和
政
の
位
置
づ
け

　
ク
レ
ー
ル
は
、
一
九
四
六
年
お
よ
び
一
九
五
八
年
憲
法
の
高
等
法
院
が
右
で
み
て
き
た
二
大
シ
ス
テ
ム
の
折
衷
的
手
段
を
見
出
そ
う
と

し
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
政
治
的
な
議
会
か
ら
独
立
し
た
裁
判
所
と
し
て
高
等
法
院
を
設
計
す
る
革
命
期
の
シ
ス
テ
ム
と
議
会
が
裁

判
権
を
創
設
す
る
イ
ギ
リ
ス
に
な
ら
っ
た
君
主
制
期
の
憲
章
の
シ
ス
テ
ム
と
の
折
衷
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
）
35
（
る
。

　
構
成
に
つ
い
て
い
え
ば
、
一
九
四
六
年
憲
法
は
国
民
議
会
、
一
九
五
八
年
憲
法
は
国
民
議
会
と
元
老
院
に
よ
り
裁
判
官
を
指
名
し
、
高

等
法
院
の
形
成
に
職
業
裁
判
官
を
排
除
す
る
こ
と
で
、
一
見
す
る
と
裁
判
機
関
の
政
治
化
が
維
持
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
も
っ
と

も
、
ク
レ
ー
ル
は
裁
判
権
が
政
治
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
判
断
は
行
き
過
ぎ
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
）
36
（

る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
第
一

に
、
裁
判
機
関
の
み
に
限
定
す
べ
き
で
は
な
く
、「
広
い
意
味
で
、
一
九
五
九
年
一
月
二
日
の
組
織
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
よ
り
設
置
さ
れ
る

高
等
法
院
は
も
っ
ぱ
ら
破
毀
院
裁
判
官
で
構
成
さ
れ
る
検
察
お
よ
び
予
審
を
含
む
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
あ
く
ま
で
も
高
等
法
院
制
度

全
体
か
ら
は
直
ち
に
政
治
化
さ
れ
た
裁
判
権
と
い
う
判
断
を
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
指
摘
す
る
。
第
二
の
理
由
と
し
て
、「
こ
の
裁
判

権
に
同
数
の
元
老
院
議
院
と
代
議
員
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
閣
僚
の
刑
事
責
任
が
も
は
や
政
治
責
任
の
延
長
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
す



フランス憲法における閣僚裁判権

117

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
訴
追
に
は
両
院
で
同
一
文
の
訴
追
決
議
が
要
求
さ
れ
る
が
、
政
府
の
信
任
関
係
の
追
及
で
あ
ら
わ

れ
る
政
治
責
任
に
両
院
の
対
称
性
は
な
い
こ
と
か
ら
（
一
九
五
八
年
憲
法
四
九
条
・
五
〇
条
参
照
）、
こ
の
点
に
高
等
法
院
で
の
刑
事
責
任
追

及
と
議
会
に
お
け
る
政
治
責
任
追
及
に
は
質
的
差
異
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
第
三
に
ク
レ
ー
ル
は
、「
特
に
不
可
欠
と
さ
れ
る

い
く
つ
か
の
諸
保
障
を
被
告
人
か
ら
奪
う
も
の
で
あ
る
な
ら
、〔
高
等
法
院
の
〕
政
治
化
は
非
難
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の

点
で
予
審
の
構
成
に
導
入
さ
れ
た
変
化
は
重
要
な
役
割
を
も
ち
、
一
九
五
八
年
憲
法
制
定
者
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
改
革
は
好
意
的
に
解

さ
れ
る
」
と
す
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
政
治
化
し
た
高
等
法
院
を
強
調
す
る
こ
と
に
は
疑
問
を
投
げ
か
け
る
が
、
構
成
に
つ
い
て
次
の
よ

う
な
特
徴
を
述
べ
て
い
）
37
（

る
。
第
一
に
、「
高
等
法
院
は
、
政
治
裁
判
で
の
国
民
主
権
性
を
示
す
た
め
に
、
少
な
く
と
も
部
分
的
に
国
民
代

表
を
形
成
す
る
両
院
に
よ
り
指
名
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
「
マ
ル
ヴ
ィ
事
件
と
い
う
重
大
な
先
例
を
経
て
、

政
治
裁
判
は
も
は
や
一
つ
の
機
関
や
一
方
の
議
会
の
占
有
物
で
は
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
一
の
国
民
主
権
性
の
強
調
は
、

一
八
一
四
年
憲
章
・
一
八
三
〇
年
憲
章
で
の
「
君
主
制
の
伝
統
」
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
の
、
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
第
三
共
和
政
に
お
け
る

議
院
内
閣
制
の
伝
統
と
沿
う
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
第
二
の
点
で
修
正
を
受
け
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
構

成
に
つ
い
て
は
「
君
主
制
の
伝
統
」
型
高
等
法
院
の
影
響
が
強
い
と
思
わ
れ
る
。

　
高
等
法
院
の
権
限
に
関
し
て
い
え
ば
、
第
四
共
和
政
・
第
五
共
和
政
と
も
に
厳
格
に
管
轄
権
を
規
定
し
て
い
る
。
大
統
領
に
つ
い
て
は
、

第
三
共
和
政
に
お
い
て
、
一
八
七
五
年
七
月
一
六
日
憲
法
的
法
律
一
二
条
の
「
共
和
国
大
統
領
は
下
院
に
よ
っ
て
の
み
訴
追
さ
れ
、
元
老

院
に
よ
っ
て
の
み
裁
判
さ
れ
る
」
と
い
う
規
定
が
高
等
法
院
の
排
他
的
管
轄
を
定
め
る
も
の
か
（
職
務
関
連
行
為
に
限
定
解
釈
し
、
職
務
非
関

連
行
為
は
排
他
的
管
轄
を
認
め
な
い
か
）
と
い
う
争
点
を
生
み
出
し
た
が
、
一
九
四
六
年
憲
法
四
二
条
は
こ
の
よ
う
な
限
定
を
削
除
し
、
通

常
裁
判
所
と
の
競
合
的
管
轄
権
を
認
め
る
余
地
を
も
た
ら
し
た
。
一
九
五
八
年
憲
法
は
共
和
国
大
統
領
を
原
則
無
答
責
と
し
て
、
例
外
的

に
大
反
逆
罪
の
み
高
等
法
院
の
排
他
的
管
轄
を
認
め
て
い
る
。
他
方
で
、
閣
僚
に
つ
い
て
は
、
第
四
共
和
政
・
第
五
共
和
政
か
ら
は
職
務

行
為
時
の
犯
罪
に
つ
い
て
の
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
責
任
は
「
高
等
法
院
は
、
行
為
時
に
施
行
さ
れ
て
い
た
刑
事
法
か
ら



法学政治学論究　第107号（2015.12）

118

生
じ
る
重
罪
お
よ
び
軽
罪
の
定
義
、
な
ら
び
に
刑
罰
の
決
定
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
」（
一
九
五
八
年
憲
法
六
八
条
二
項
第
三
文
）
と
あ
る
よ

う
に
、
第
三
共
和
政
の
よ
う
に
、
憲
法
的
法
律
が
委
任
し
た
犯
罪
の
性
質
決
定
お
よ
び
刑
罰
を
定
め
る
法
律
が
不
存
在
で
あ
る
場
合
に
高

等
法
院
が
立
法
者
と
し
て
裁
量
的
に
決
定
す
る
事
態
は
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
点
で
、
罪
刑
法
定
主
義
が
高
等
法
院
の
裁
判

に
も
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
新
た
な
規
定
に
つ
い
て
、
ク
レ
ー
ル
は
「
疑
い
な
く
、
例
外
的
な
刑
事
裁
判
所
と
し
て
機
能
す
る
高
等
法

院
の
司
法
的
特
徴
を
強
化
す
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い
）
38
（

る
」
と
評
価
す
る
。
こ
の
よ
う
に
権
限
に
関
し
て
い
え
ば
、「
至
高
的
権
限
」
に
訴

え
て
権
限
を
拡
大
し
て
き
た
「
君
主
制
の
伝
統
」
型
高
等
法
院
と
比
較
す
る
と
、
幾
分
狭
め
ら
れ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

㈢
　
小
　
括

　
ク
レ
ー
ル
は
フ
ラ
ン
ス
の
高
等
法
院
制
度
を
「
革
命
期
の
伝
統
」
と
「
君
主
制
の
伝
統
」
に
類
型
化
し
、
こ
れ
ら
の
構
成
と
権
限
に
つ

い
て
分
析
を
施
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
分
析
か
ら
、
憲
法
が
政
治
裁
判
権
を
設
計
す
る
場
合
に
問
題
と
な
る
こ
と
は
、
次
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
ま
ず
構
成
に
つ
い
て
、
政
治
コ
オ
ル
に
属
す
る
議
員
が
裁
判
官
で
あ
る
か
、
司
法
コ
オ
ル
に
属
す
る
陪
審
や
職
業
裁
判
官
で
構
成

さ
れ
る
か
否
か
で
あ
り
、
ま
た
一
連
の
裁
判
手
続
の
中
で
、
裁
判
機
関
の
ほ
か
に
予
審
・
検
察
が
関
与
す
る
以
上
、
手
続
全
体
が
ど
の
程

度
政
治
色
を
帯
び
て
い
る
か
と
い
う
点
が
問
題
と
な
り
う
る
。
次
に
権
限
に
つ
い
て
は
、
事
物
管
轄
と
人
的
管
轄
が
問
題
と
な
る
。
革
命

期
の
高
等
法
院
の
よ
う
に
、
人
的
管
轄
と
し
て
閣
僚
の
裁
判
を
定
め
、
そ
れ
と
併
存
す
る
形
で
身
分
を
問
わ
ず
国
家
安
全
に
対
す
る
侵
害

を
裁
判
す
る
事
物
管
轄
を
定
め
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
管
轄
権
を
規
定
す
る
際
に
は
、
政
治
裁
判
権
に
よ
っ
て
裁
判
す
る
こ
と
の
必

要
性
が
一
つ
の
基
準
に
な
ろ
う
。
例
え
ば
職
務
行
為
と
の
関
連
性
が
挙
げ
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
権
限
に
つ
い
て
は
、
そ
の
規
定
の
解
釈
が

問
題
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
陰
謀
や
共
犯
な
ど
の
管
轄
権
や
附
帯
私
訴
を
許
容
す
る
か
と
い
う
問
題
、
さ
ら
に
は
、
通
常
裁
判
権
と
の
管

轄
権
の
競
合
と
い
っ
た
問
題
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
以
上
の
視
点
は
、
現
在
の
共
和
国
法
院
の
問
題
を
分
析
す
る
際
に
も
必
要
な
視
点
と
な
ろ
う
。
例
え
ば
、
公
法
学
者
セ
シ
ル
・
グ
ラ
ン
＝ 
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バ
ル
グ
が
二
〇
一
三
年
に
『Jus Politicum

』
へ
寄
稿
し
た
論
）
39
（
文
に
お
い
て
現
行
の
共
和
国
法
院
の
問
題
点
を
共
和
国
法
院
の
権
限
が
曖

昧
で
あ
る
こ
と
を
人
的
管
轄
の
狭
さ
と
事
物
管
轄
の
不
明
確
さ
と
い
う
点
か
ら
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
、
ジ
ョ
ス
パ
ン
委
員
会
が
指
摘
す

る
共
和
国
法
院
の
問
題
点
に
附
帯
私
訴
の
問
題
や
共
犯
の
管
轄
の
問
題
点
を
挙
げ
て
い
）
40
（
る
。

三
　
第
三
共
和
政
高
等
法
院
に
お
け
る
問
題
点

㈠
　
マ
ル
ヴ
ィ
事
件
と
そ
の
特
殊
性

　
こ
れ
ま
で
、
ク
レ
ー
ル
の
論
攷
を
も
と
に
し
て
、
高
等
法
院
の
特
徴
を
み
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
第
三
共
和
政
の
高
等
法
院
に
か
か
わ

る
問
題
を
取
り
出
し
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
裁
判
権
が
発
動
し
た
例
は
少
な
く
は
な
い
が
、
第
三
共
和
政
の
も

と
で
発
生
し
た
こ
の
マ
ル
ヴ
ィ
事
件
（
一
九
一
八
年
）
は
、
そ
の
事
件
の
特
殊
性
と
論
争
誘
発
的
な
性
格
か
ら
極
め
て
重
要
な
位
置
づ
け

が
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
こ
こ
で
提
起
さ
れ
る
争
点
も
数
多
い
。
こ
の
事
件
は
元
内
務
大
臣
で
あ
る
ル
イ
＝
ジ
ャ
ン
・
マ
ル
ヴ
ィ
（L. J. 

M
alvy

）
が
高
等
法
院
に
訴
追
さ
れ
、
刑
法
典
一
六
七
条
の
瀆
職
罪
に
よ
り
五
年
の
国
外
追
放
刑
を
宣
告
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
）
41
（
る
。

マ
ル
ヴ
ィ
が
問
題
に
さ
れ
た
行
為
は
、
第
一
次
大
戦
中
に
議
会
に
お
い
て
好
戦
論
が
優
勢
な
中
で
、
敗
北
主
義
者
や
ス
ト
ラ
イ
キ
の
先
導

者
、
フ
ラ
ン
ス
の
士
気
を
く
じ
く
外
国
人
に
対
す
る
配
慮
を
し
た
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
レ
オ
ン
・
ド
ー
テ

の
大
統
領
宛
の
書
簡
で
は
ド
イ
ツ
へ
の
軍
事
・
外
交
上
の
情
報
の
提
供
が
告
発
さ
れ
て
い
た
。
マ
ル
ヴ
ィ
は
自
発
的
に
内
務
大
臣
を
辞
職

し
て
代
議
士
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
嫌
疑
に
つ
い
て
政
府
が
公
式
に
無
実
で
あ
る
こ
と
を
発
表
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
ル

ヴ
ィ
に
対
す
る
風
当
た
り
は
な
お
も
強
烈
で
あ
っ
た
。
マ
ル
ヴ
ィ
や
彼
に
対
す
る
中
傷
運
動
を
繰
り
広
げ
て
い
た
者
た
ち
双
方
に
望
ま
れ

て
い
た
の
は
政
府
に
よ
る
決
定
で
は
な
く
、「
異
論
の
な
い
司
法
的
決
定
機
関
」
で
あ
っ
た
。
他
方
で
、
通
常
裁
判
所
に
お
い
て
刑
事
裁



法学政治学論究　第107号（2015.12）

120

判
を
受
け
る
こ
と
は
、
予
審
に
よ
り
、
裁
判
機
関
ま
で
の
移
送
決
定
に
至
ら
な
い
可
能
性
が
あ
っ
た
た
め
、
マ
ル
ヴ
ィ
は
高
等
法
院
に
よ

る
政
治
裁
判
と
い
う
手
段
を
選
ん
だ
。
そ
こ
で
、
マ
ル
ヴ
ィ
は
代
議
士
の
資
格
で
自
ら
を
弾
劾
す
る
決
議
案
を
下
院
に
提
出
し
た
。
マ
ル

ヴ
ィ
事
件
の
特
殊
性
の
一
つ
は
、「
被
告
人
自
ら
が
訴
追
者
で
あ
る
」
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
マ
ル
ヴ
ィ
事
件
の
特
殊
性
の
二
つ
目
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、「
手
続
法
の
不
在
」
で
あ
り
、
こ
ち
ら
の
特
殊
性
こ
そ
が
憲
法
学
的
な
問

題
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
マ
ル
ヴ
ィ
の
訴
追
を
下
院
が
決
議
し
た
の
は
一
九
一
七
年
一
一
月
二
八
日
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
、
一

八
七
五
年
七
月
一
六
日
の
憲
法
的
法
律
一
二
条
五
項
が
委
任
す
る
構
成
や
手
続
に
関
す
る
法
律
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ

の
よ
う
な
法
律
を
制
定
す
る
上
で
様
々
な
問
題
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
ジ
ョ
ゼ
フ
・
バ
ル
テ
ル
ミ
ー
の
議
論
を
も
と
に
、

そ
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
。

㈡
　
ジ
ョ
ゼ
フ
・
バ
ル
テ
ル
ミ
ー
に
よ
る
検
討

　
実
際
に
制
定
さ
れ
た
手
続
法
は
、
一
九
一
八
年
一
月
五
日
の
法
律
で
あ
る
が
、
第
三
共
和
政
の
憲
法
学
者
で
あ
り
、
の
ち
に
下
院
議
員

も
つ
と
め
た
バ
ル
テ
ル
ミ
ー
が
、
こ
の
手
続
法
に
関
し
て
、
非
常
に
多
く
の
点
に
つ
い
て
検
討
を
施
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
一
部

を
紹
介
す
る
に
と
ど
ま
る
。

1　

手
続
法
の
要
否

　
第
一
に
、
そ
も
そ
も
手
続
法
が
必
要
な
の
か
と
い
う
問
題
、
す
な
わ
ち
、
元
老
院
が
憲
法
上
の
司
法
的
権
限
を
行
使
す
る
た
め
に
手
続

法
が
予
め
制
定
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
一
九
一
七
年
一
一
月
二
八
日
の
下
院
決
議
に
よ
り
マ
ル
ヴ
ィ
に
対
す

る
訴
追
を
受
け
た
元
老
院
は
、
そ
の
時
点
で
手
続
法
が
存
在
し
な
い
た
め
に
、
一
旦
付
託
を
保
留
し
て
手
続
規
定
の
制
定
を
試
み
た
が
、

手
続
法
の
不
在
に
よ
る
裁
判
の
拒
否
も
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
事
態
に
つ
い
て
バ
ル
テ
ル
ミ
ー
は
、「
原
理
は
形
式
に
優
る
。
こ
れ
〔
＝
一
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八
七
五
年
七
月
一
六
日
の
憲
法
的
法
律
一
二
条
二
項
〕
は
極
め
て
明
快
な
憲
法
原
理
で
あ
り
、
こ
の
規
定
に
よ
り
、
閣
僚
が
下
院
に
よ
り
上
院

に
訴
追
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
一
八
七
五
年
七
月
一
六
日
の
憲
法
的
法
律
一
二
条
二
項
の
「
閣
僚
は
職
務
行
使
時
に
犯
し
た
重
罪

に
つ
い
て
下
院
に
よ
り
訴
追
さ
れ
、
元
老
院
に
よ
り
裁
判
を
受
け
る
」
と
い
う
条
文
か
ら
、
元
老
院
の
裁
判
義
務
を
認
め
、
審
理
の
形
式

は
こ
の
一
義
的
義
務
か
ら
し
て
付
随
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
立
場
を
と
る
。
そ
の
帰
結
と
し
て
、
元
老
院
の
裁
判
権
限
は
自
由
裁

量
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
法
律
の
形
と
し
て
の
手
続
法
を
要
求
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
）
42
（

る
。
憲
法
的
法
律
一

二
条
五
項
の
規
定
は
、
組
織
や
構
成
に
つ
い
て
は
法
律
レ
ベ
ル
で
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
の
に
す
ぎ
な
い
こ

と
に
な
り
、
あ
く
ま
で
も
同
条
二
項
が
元
老
院
に
閣
僚
裁
判
権
を
与
え
た
こ
と
を
、
バ
ル
テ
ル
ミ
ー
は
憲
法
原
理
と
し
て
重
要
視
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
バ
ル
テ
ル
ミ
ー
は
元
老
院
の
自
由
裁
量
性
を
形
式
的
法
律
か
ら
自
由
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
認
め
つ
つ
、
手

続
な
ど
の
形
成
に
関
し
て
は
、
先
例
・
論
理
・
諸
原
則
に
従
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
）
43
（

る
。
バ
ル
テ
ル
ミ
ー
は
先
例
を
重
視
し
て
お
り
、

特
に
、
共
通
項
の
多
い
一
八
一
四
年
憲
章
・
一
八
三
〇
年
憲
章
に
お
け
る
実
践
を
例
示
し
な
が
ら
、
様
々
な
手
続
上
の
問
題
に
つ
い
て
の

説
明
を
施
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ク
レ
ー
ル
が
指
摘
し
た
よ
う
な
「
君
主
制
の
伝
統
」
型
高
等
法
院
の
親
子
関
係
か
ら
す
る
と
、
憲

章
期
の
議
論
や
運
用
を
第
三
共
和
政
の
法
制
度
の
欠
缺
部
分
を
穴
埋
め
す
る
も
の
と
し
て
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

2　

下
院
の
「
訴
追
」
の
意
味

　
元
老
院
が
構
成
す
る
高
等
法
院
と
し
て
の
裁
判
作
用
を
分
析
す
る
前
に
、
下
院
の
訴
追
作
用
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
こ
こ
で
は
、
憲

法
的
法
律
一
二
条
二
項
に
あ
る
下
院
に
よ
る
「
訴
追
」
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
す
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
バ
ル
テ
ル
ミ
ー
は
、

こ
の
「
訴
追
」
の
意
味
を
め
ぐ
る
対
立
を
次
の
三
つ
の
理
論
的
立
場
に
分
け
て
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

　
第
一
の
理
論
は
、「『
訴
追
す
る
』
こ
と
は
単
に
〔
被
告
人
を
〕
司
法
に
告
発
・
引
致
し
、
裁
判
を
受
け
ら
れ
る
状
態
に
す
る
こ
と
を
意

味
す
る
。
下
院
が
事
件
に
関
す
る
意
見
・
心
証
を
も
つ
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
。
下
院
が
告
訴
を
受
け
る
か
、
世
評
が
（rum

eur 
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publique

）
閣
僚
を
非
難
す
る
。
下
院
自
体
が
〔
当
事
者
と
し
て
〕
訴
訟
を
起
こ
す
こ
と
な
く
、
元
老
院
に
対
し
、
告
訴
ま
た
は
世
評
に
つ

い
て
判
断
す
る
こ
と
を
促
す
の
で
あ
る
」
と
い
う
立
場
で
あ
）
44
（

る
。

　
こ
れ
は
、
マ
ル
ヴ
ィ
事
件
で
下
院
が
実
際
に
と
っ
た
立
場
で
あ
る
。
マ
ル
ヴ
ィ
事
件
で
下
院
が
決
議
し
た
の
は
、
マ
ル
ヴ
ィ
を
元
老
院

に
対
し
て
「
反
逆
罪
」
を
理
由
に
事
件
を
送
致
す
る
こ
と
の
み
で
あ
り
、
通
常
の
刑
事
訴
追
の
場
合
に
お
け
る
予
審
を
行
っ
て
い
な
い
の

で
あ
る
。
こ
の
立
場
で
は
、
下
院
は
政
治
裁
判
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
作
動
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
単
な
る
移
送
機
関
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
有
責
の
心
証
を
も
つ
こ
と
や
、
そ
の
た
め
の
調
査
・
予
審
な
ど
の
本
案
に
関
す
る
一
切
の
無
権
限
が
帰
結
さ
れ
る
。
言
い
換
え
る
と
、

訴
追
提
案
の
判
断
を
元
老
院
に
対
し
て
伺
う
程
度
の
も
の
で
あ
り
、
訴
追
に
お
け
る
慎
重
さ
を
要
求
す
る
も
の
で
も
な
い
。

　
第
二
の
理
論
は
、「『
訴
追
す
る
』
こ
と
は
、
公
安
を
維
持
す
る
よ
う
に
留
意
す
る
検
察
の
役
目
を
果
た
す
こ
と
で
あ
る
。
閣
僚
が
有
罪

で
あ
る
と
い
う
重
大
な
推
定
が
あ
れ
ば
、
議
会
は
元
老
院
に
訴
え
を
提
起
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
第
二
の
理
論
に
お
い
て
は
、
議
会
が

『
閣
僚
の
有
罪
を
認
め
た
（l

’accuse

）』
場
合
に
『
閣
僚
を
訴
追
す
る
（m

et﹇tre

﹈ le m
inistre en accusation

）』
に
す
ぎ
な
い
。
議
会
が
訴

訟
を
起
こ
し
、
閣
僚
が
有
罪
で
あ
る
と
い
う
心
証
を
宣
言
す
）
45
（

る
」
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
立
場
は
、
訴
追
の
際
に
、
被
告
人
の
有
責
性
に
お
け
る
心
証
を
下
院
が
抱
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
た
だ
し
、
議
会
に
お
い
て
要

求
さ
れ
る
の
は
、
後
述
の
予
審
に
至
る
も
の
で
は
な
く
、
調
査
（enquête

）
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
第
三
の
理
論
は
、「
議
会
は
訴
追
に
つ
い
て
の
議
会
の
役
割
を
果
た
す
。
徹
底
的
な
予
審
に
よ
っ
て
議
会
が
閣
僚
の
有
罪
の
心
証
を
も

つ
に
至
っ
た
場
合
に
の
み
閣
僚
を
訴
追
す
る
。
こ
の
場
合
、
訴
追
決
議
は
〔
予
審
で
い
う
と
こ
ろ
の
〕
移
送
判
決
に
相
当
す
る
。
反
対
に
予

審
が
閣
僚
の
無
実
を
明
ら
か
に
し
た
場
合
は
、
議
会
は
免
訴
決
議
を
採
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
）
46
（

る
。

　
第
二
の
理
論
と
第
三
の
理
論
の
違
い
は
、
調
査
と
予
審
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
議
会
が
調
査
委
員
会
の
資
格
で
行
う
調
査
は
一
種
の
予

審
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
調
査
委
員
会
と
い
う
の
は
、
政
府
に
対
す
る
憲
法
上
の
統
制
を
議
会
が
行
使
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

予
審
法
典
上
の
厳
密
な
意
味
で
の
予
審
裁
判
官
の
い
か
な
る
権
）
47
（
限
も
も
っ
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
）
48
（
る
。
し
た
が
っ
て
、
調
査
委
員
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会
を
利
用
す
る
だ
け
で
は
、
予
審
を
設
け
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
調
査
委
員
会
と
予
審
裁
判
の
違
い
は
判
決
の
有
無
に
あ
る
。

真
実
発
見
の
た
め
に
有
用
で
あ
る
こ
と
は
い
ず
れ
の
機
関
も
同
じ
で
あ
る
と
は
い
え
、
予
審
は
移
送
判
決
か
免
訴
判
決
を
下
す
必
要
が
あ

る
が
、
調
査
委
員
会
自
体
は
そ
の
よ
う
な
最
終
的
決
定
が
予
定
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
違
い
が
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
議
会
の
権
限

に
よ
っ
て
予
審
権
限
を
調
査
委
員
会
に
与
え
た
な
ら
ば
、
調
査
委
員
会
が
予
審
判
事
と
同
じ
権
限
を
も
つ
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
マ
ル

ヴ
ィ
事
件
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　
バ
ル
テ
ル
ミ
ー
自
身
は
第
三
の
立
場
を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
予
審
を
設
け
る
必
要
性
に
つ
い
て
、「
決
定
を
良
識
あ
る

も
の
に
す
る
た
め
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
策
を
備
え
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
に
、
六
〇
〇
名
を
超
え
る
大
き
な
議
会
が
彼
ら
の

善
・
自
由
・
生
活
に
お
い
て
、
個
人
を
脅
か
す
厳
格
な
決
定
を
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
想
像
で
き
よ
う
）
49
（
か
」
と
訴
追
機
関
の
規

模
と
そ
の
決
定
作
用
の
性
質
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、「
近
代
フ
ラ
ン
ス
公
法
の
諸
原
則
の
一
つ
に
、
刑
事
訴
追
に
お
い
て
、
連
続
す
る
予

審
裁
判
権
の
審
査
と
判
決
裁
判
権
の
審
査
と
い
う
二
つ
の
審
査
を
受
け
る
こ
と
を
被
告
人
へ
の
必
要
的
な
保
障
と
み
）
50
（
な
」
す
考
え
を
説
く
。

こ
の
二
つ
の
審
査
を
議
会
の
調
査
委
員
会
と
元
老
院
が
担
う
構
想
が
バ
ル
テ
ル
ミ
ー
の
考
え
に
あ
る
。
最
後
に
、
高
等
法
院
に
お
け
る
問

題
が
、「
も
は
や
政
治
的
コ
メ
デ
ィ
で
は
な
く
元
閣
僚
の
自
由
・
生
命
を
危
険
に
さ
ら
す
訴
追
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
」
と
し
て
、
性
質

上
予
審
の
権
限
は
議
会
に
も
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
）
51
（

る
。

　
な
お
、
バ
ル
テ
ル
ミ
ー
は
一
八
三
〇
年
憲
章
に
お
け
る
シ
ャ
ル
ル
Ⅹ
世
の
四
閣
僚
の
訴
追
を
例
示
し
て
正
当
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

当
時
、
訴
追
提
案
の
際
に
調
査
委
員
会
は
予
審
委
員
会
と
裁
判
所
評
議
部
の
権
限
を
有
す
る
と
考
え
て
い
た
が
、（
下
院
の
一
組
織
た
る
）

調
査
委
員
会
が
予
審
判
決
と
し
て
免
訴
か
移
送
を
決
定
す
る
こ
と
が
上
院
に
裁
判
権
を
与
え
る
憲
章
五
五
）
52
（

条
に
反
し
、
訴
追
権
限
を
告
発

（dénoncer

）、
引
致
（traduire

）、
請
求
や
論
告
の
作
成
に
限
局
し
よ
う
と
す
る
批
）
53
（
判
が
あ
っ
た
。
し
か
し
結
局
の
と
こ
ろ
議
会
に
よ
り

委
員
会
は
予
審
判
事
お
よ
び
裁
判
所
評
議
部
に
属
す
る
す
べ
て
の
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
と
い
う
先
例
で
あ
る
。

　
バ
ル
テ
ル
ミ
ー
に
と
っ
て
マ
ル
ヴ
ィ
の
訴
追
は
、
議
会
に
お
い
て
予
審
が
ま
っ
た
く
行
わ
れ
て
い
な
い
点
で
容
認
で
き
な
い
と
し
て
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い
）
54
（
る
。
一
九
一
八
年
法
律
は
、
訴
追
前
の
予
審
の
義
務
を
議
会
に
課
し
、
こ
の
予
審
が
不
十
分
な
場
合
に
は
法
院
は
補
充
的
予
審
を
議
会

に
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
（
五
条
）
と
規
定
さ
れ
た
。
法
律
制
定
後
に
元
老
院
が
法
院
と
し
て
構
成
さ
れ
、
マ
ル
ヴ
ィ
事
件
の
審
理
を
行

う
際
に
は
、
こ
の
補
充
的
予
審
に
よ
っ
て
議
会
に
本
来
の
予
審
を
行
わ
せ
た
の
で
あ
る
。

3　

元
老
院
（
法
院
）
の
裁
判
作
用
に
つ
い
て

　
⑴
　
訴
追
事
由
の
拘
束
性

　
下
院
に
よ
る
マ
ル
ヴ
ィ
の
訴
追
は
、
敵
国
へ
の
軍
事
・
外
交
上
の
計
画
の
情
報
提
供
お
よ
び
好
戦
的
な
抵
抗
勢
力
を
挑
発
し
か
き
立
て

た
こ
と
で
敵
国
の
有
利
に
働
い
た
こ
と
を
「
反
逆
罪
」
に
あ
た
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
法
院
が
判
決
で
宣
告
し
た

の
は
、
売
国
行
為
等
の
取
締
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
瀆
職
罪
（forfaiture

）
で
あ
っ
た
。
訴
追
決
議
の
説
明
に
お
い
て
、
主

文
（
罪
名
）
は
極
め
て
明
確
で
あ
る
が
、
無
制
約
な
理
由
づ
け
が
な
さ
れ
る
と
い
う
矛
盾
か
ら
、
い
わ
ば
、
訴
追
事
由
の
拘
束
性
の
問
題

と
し
て
、
下
院
の
訴
追
事
由
に
法
院
は
拘
束
さ
れ
る
と
い
う
立
場
と
、
自
由
に
被
告
人
の
政
治
活
動
全
体
に
つ
い
て
調
査
・
判
決
が
で
き

る
と
い
う
立
場
が
対
立
す
る
。

　
こ
の
後
者
の
立
場
を
正
当
化
す
る
の
は
、
高
等
法
院
の
至
高
性
（souveraineté

）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
こ
の
〔
高
等
法
院
の
〕
管
轄
権

の
問
題
は
、
裁
判
を
行
お
う
と
し
て
い
る
高
等
法
院
に
よ
っ
て
の
み
規
定
さ
れ
う
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
裁
判
権
は
通
常
司
法
裁
判
所
の

階
層
性
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
い
か
な
る
他
の
上
級
裁
判
権
も
、
そ
の
道
〔
＝
高
等
法
院
の
権
限
の
限
界
〕
を
描
く
こ
と
は

で
き
な
い
」
と
い
う
主
張
で
あ
）
55
（

る
。
こ
の
理
解
に
つ
い
て
、
バ
ル
テ
ル
ミ
ー
は
次
の
理
由
で
本
質
的
に
間
違
っ
て
危
険
な
も
の
と
す
）
56
（

る
。

高
等
法
院
がsouverain

と
い
う
主
張
に
対
し
て
は
、「
高
等
法
院
の
決
定
を
改
め
る
い
か
な
る
裁
判
権
も
高
等
法
院
は
も
っ
て
い
な
い
、

す
な
わ
ち
終
審
（souverain

）
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
元
老
院
を
法
院
と
し
て
構
成
さ
せ
る
の
は
下
院
で
あ
り
、

下
院
が
な
け
れ
ば
、
元
老
院
は
立
法
議
会
の
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
裁
判
所
は
自
ら
付
託
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
絶
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対
的
な
原
則
か
ら
生
じ
る
。
さ
ら
に
、
閣
僚
の
重
罪
に
つ
い
て
の
議
会
の
決
定
は
、
議
会
行
為
に
と
ど
ま
り
、
両
院
の
協
力
を
必
要
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
法
院
は
下
院
に
よ
り
明
示
的
に
付
託
し
た
事
実
の
み
に
つ
い
て
審
理
し
う
る
と
い
う
立
場
を
バ

ル
テ
ル
ミ
ー
は
採
用
す
る
。

　
⑵
　
罪
刑
法
定
主
義
の
適
用
に
つ
い
て

　
以
上
は
、
訴
追
の
際
の
事
実
や
行
為
の
拘
束
性
の
問
題
で
あ
る
が
、
そ
の
事
実
や
行
為
の
性
質
決
定
や
評
価
の
際
に
、
実
定
法
の
規
定

に
拘
束
さ
れ
る
か
、
す
な
わ
ち
、
近
代
刑
法
学
の
礎
を
築
い
た
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
が
用
い
た
有
名
な
格
言
「nulla pœna sine lege

（
法
律
な
く
し
て
刑
罰
な
し
）」
で
表
さ
れ
る
罪
刑
法
定
主
義
が
法
院
に
要
請
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
が
続
く
。
こ
の
問
題
は
法
院
の
法

適
用
の
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
訴
追
作
用
に
お
い
て
の
要
請
を
含
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
訴
追
の
段
階
で
刑
事
的
性
質
決
定
を
念
頭
に

置
か
ず
に
何
ら
か
の
重
大
な
フ
ォ
ー
ト
（faute

：
有
責
行
為
）
を
元
老
院
に
付
託
で
き
る
か
、
そ
し
て
元
老
院
は
法
律
の
段
階
で
規
定
さ

れ
て
い
な
い
刑
罰
で
す
ら
自
由
に
選
択
し
て
こ
の
フ
ォ
ー
ト
に
科
す
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　
こ
の
罪
刑
法
定
主
義
が
高
等
法
院
の
裁
判
に
及
ぶ
か
に
つ
い
て
、
そ
れ
に
肯
定
的
な
「
一
般
法
テ
ー
ゼ
（la thèse du droit 

com
m
un

）」
と
否
定
的
な
「
憲
法
テ
ー
ゼ
（la thèse du droit constitutionnel

）」
と
呼
ば
れ
る
二
つ
の
対
立
が
登
場

）
58
）（
57
（
す
る
。

　
①
一
般
法
テ
ー
ゼ
に
つ
い
て
は
、「
刑
事
領
域
で
は
、
厳
格
な
法
律
が
す
べ
て
で
あ
り
、
法
院
は
法
的
に
は
、
処
罰
権
限
の
行
使
の
た

め
に
確
固
と
し
た
事
実
か
ら
刑
事
法
律
（loi pénale

）
に
規
定
さ
れ
た
犯
罪
の
う
ち
の
一
つ
を
発
見
し
、
一
般
法
の
中
で
対
応
す
る
刑
罰

を
こ
の
事
実
に
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
59
（
い
」
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
高
等
法
院
に
お
い
て
も
罪
刑
法
定
主
義
が
適
用
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
立
場
は
、
刑
法
テ
ー
ゼ
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　
②
憲
法
テ
ー
ゼ
は
「
一
八
七
五
年
七
月
一
六
日
の
法
律
は
、
一
般
法
の
通
常
の
法
規
定
を
超
え
た
、
共
和
国
大
統
領
お
よ
び
諸
閣
僚
に

つ
い
て
の
政
治
的
刑
事
責
任
（responsabilité crim

inelle politique

）
を
創
設
し
た
。
そ
の
結
果
、
下
院
に
よ
り
付
託
さ
れ
た
場
合
に
、
ま

た
付
託
さ
れ
た
範
囲
に
お
い
て
、
法
院
は
刑
事
法
律
に
規
定
さ
れ
た
性
質
決
定
お
よ
び
刑
罰
に
自
己
を
拘
束
す
る
い
か
な
る
義
務
も
も
た
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な
い
。
法
院
は
法
院
に
付
託
さ
れ
た
事
実
を
自
ら
性
質
決
定
し
、
犯
罪
の
性
質
を
評
価
し
、
そ
の
重
大
性
か
ら
評
価
さ
れ
る
何
ら
か
の
刑

罰
を
科
す
こ
と
の
で
き
る
至
高
的
権
限
を
有
し
て
い
）
60
（

る
」
と
し
て
、
訴
追
事
由
の
拘
束
性
の
際
に
も
主
張
し
て
き
た
至
高
的
権
限
か
ら
自

由
裁
量
的
な
性
質
決
定
権
限
を
導
き
、
罪
刑
法
定
主
義
の
適
用
を
免
れ
よ
う
と
す
る
立
場
で
あ
る
。

　
こ
の
事
実
の
性
質
決
定
・
評
価
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
バ
ル
テ
ル
ミ
ー
は
憲
法
テ
ー
ゼ
の
立
場
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
づ
け
に

つ
い
て
、
バ
ル
テ
ル
ミ
ー
は
一
般
的
な
法
解
釈
に
お
け
る
方
法
論
を
批
判
し
、「
こ
の
〔
一
八
七
五
年
憲
法
的
法
律
の
〕
テ
ク
ス
ト
に
〔
罪
刑

法
定
主
義
と
い
う
〕
司
法
の
厳
格
な
諸
先
例
を
当
て
は
め
よ
う
と
主
張
す
る
の
は
本
質
的
に
誤
っ
て
い
る
方
法
で
あ
る
」
と
し
つ
つ
、「
下

院
が
し
ば
し
ば
議
論
無
く
し
て
憲
法
の
長
き
に
わ
た
る
試
練
の
中
で
フ
ラ
ン
ス
が
経
験
し
た
制
度
を
採
用
し
た
」
と
い
う
憲
法
上
の
先
例

を
重
視
す
る
独
自
の
憲
法
解
釈
方
法
論
を
展
開
し
）
61
（
た
。
こ
う
し
て
、
バ
ル
テ
ル
ミ
ー
は
憲
章
の
先
例
、
そ
し
て
そ
の
憲
章
が
借
用
す
る
イ

ギ
リ
ス
の
イ
ン
ピ
ー
チ
メ
ン
ト
の
手
続
に
遡
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
例
を
挙
げ
て
、
閣
僚
の
責
任
が
、
そ
の
行
為
の
適
法
性
（légalité

）
の
み

な
ら
ず
有
用
性
（utilité

）、
あ
る
い
は
適
時
性
（opportunité

）
に
及
ぶ
こ
と
を
指
摘
す
）
62
（

る
。
憲
章
の
先
例
や
そ
の
議
会
に
お
け
る
議
論

の
中
に
、
バ
ル
テ
ル
ミ
ー
は
「
両
議
会
は
訴
追
議
院
も
裁
判
議
院
も
、
立
法
者
と
し
て
の
権
限
と
裁
判
官
と
し
て
の
権
限
を
同
時
に
行
使

す
る
、
す
な
わ
ち
、
犯
罪
の
性
質
決
定
を
行
う
と
同
時
に
、
刑
罰
に
つ
い
て
定
め
る
」
と
い
う
認
識
を
見
出
し
、
憲
法
テ
ー
ゼ
を
肯
定
す

る
の
で
あ
っ
）
63
（
た
。
前
述
の
訴
追
事
由
の
拘
束
性
の
問
題
で
は
限
定
的
な
権
限
を
主
張
し
な
が
ら
、
罪
刑
法
定
主
義
の
問
題
に
つ
い
て
は
そ

の
適
用
を
排
除
し
、
広
範
な
権
限
を
認
め
よ
う
と
し
た
バ
ル
テ
ル
ミ
ー
の
見
解
は
、
一
見
す
る
と
矛
盾
し
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

整
合
的
に
説
明
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
説
明
に
な
ろ
う
。「
立
法
＋
司
法
」
で
あ
る
元
老
院
は
裁
判
作
用
と
同
時
に
立
法
作
用
を
行

使
し
て
自
由
裁
量
的
な
性
質
決
定
を
行
う
が
、「
司
法
」
で
あ
る
以
上
、
自
ら
の
権
限
で
裁
判
を
発
動
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
あ
く
ま
で

も
独
立
し
た
機
関
の
訴
追
を
予
定
し
て
い
る
。
そ
の
訴
追
機
関
を
前
提
と
す
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
機
関
の
決
定
、
つ
ま
り
、
い
か
な
る
事

実
を
付
託
す
る
か
と
い
う
決
定
に
は
拘
束
性
を
も
た
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
と
な
る
の
で
あ
る
。
刑
事
訴
訟
法
に
お
け
る
訴
因
論

と
整
合
的
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
評
価
は
、
筆
者
の
能
力
を
超
え
る
た
め
叶
わ
な
い
が
、
二
つ
の
問
題
に
つ
い
て
の
バ
ル
テ
ル
ミ
ー
の
態
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度
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

㈢
　
小
　
括

　
マ
ル
ヴ
ィ
事
件
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
第
三
共
和
政
の
高
等
法
院
の
権
限
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
高
等
法
院
を
構
成
す
る
元
老
院

が
享
受
す
る
至
高
的
権
限
を
最
大
限
認
め
、
自
由
裁
量
性
の
高
い
権
限
を
与
え
る
立
場
（
憲
法
テ
ー
ゼ
）
と
、
一
般
法
領
域
に
あ
る
通
常

裁
判
所
の
手
続
は
人
権
保
障
の
観
点
か
ら
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
高
等
法
院
に
お
い
て
も
そ
の
論
理
が
反
映
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

す
る
立
場
（
一
般
法
テ
ー
ゼ
）
の
い
ず
れ
か
に
大
別
さ
れ
る
。
刑
法
学
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
マ
ル
ヴ
ィ
判
決
を
全
面
的
に
支
持
し

た
ジ
ャ
ン‒

ア
ン
ド
レ
・
ル
ー
は
「
罪
刑
法
定
主
義
原
則
は
わ
れ
わ
れ
の
公
法
学
の
領
域
で
は
絶
対
的
で
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
他
の

あ
ら
ゆ
る
法
規
範
の
よ
う
に
例
外
が
含
ま
れ
）
64
（

る
」
と
し
て
憲
法
テ
ー
ゼ
を
支
持
し
て
い
る
。
こ
の
ル
ー
に
対
し
て
批
判
を
投
げ
か
け
た
一

般
法
テ
ー
ゼ
の
主
張
者
の
一
人
で
あ
る
レ
オ
ン
・
デ
ュ
ギ
は
、
専
制
政
府
が
用
い
る
よ
う
な
レ
ゾ
ン
・
デ
タ
（raison d

’État

）
を
忌
ま
わ

し
い
も
の
と
捉
え
、
法
院
が
用
い
る
至
高
的
権
）
65
（

限
の «  souverain  » 

な
い
し «  souvreaineté  » 

の
言
葉
は
無
尽
蔵
の
混
乱
や
誤
り
の
素

で
あ
り
、
こ
こ
で
は
単
に
、
上
告
の
な
い
決
定
を
行
う
と
い
う
意
味
で «  souverain  » 

と
い
う
意
味
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
全
能
性
を

牽
制
し
）
66
（
た
。「
法
治
国
家
」
論
を
軸
に
政
治
権
力
の
全
能
性
を
法
に
よ
っ
て
制
限
し
よ
う
と
す
る
デ
ュ
ギ
の
憲
法
）
67
（
論
か
ら
す
れ
ば
当
然
の

帰
結
で
あ
り
、
元
老
院
の
全
能
性
を
垣
間
見
る
こ
と
の
で
き
る
マ
ル
ヴ
ィ
事
件
判
決
は
容
認
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
バ
ル
テ
ル
ミ
ー
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
罪
刑
法
定
主
義
を
め
ぐ
る
論
争
で
の
立
場
か
ら
、
一
般
に
憲
法
テ
ー
ゼ
と
い
う
位
置
づ
け
で
扱

わ
れ
て
い
る
が
、
手
続
法
に
お
け
る
諸
論
点
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
バ
ル
テ
ル
ミ
ー
が
人
権
保
障
的
見
地
を
蔑
ろ
に
し
て
い
る
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
、
こ
の
こ
と
は
予
審
の
導
入
に
積
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
よ
り
重
要
な
こ
と
は
バ
ル
テ
ル
ミ
ー
の
思
考

は
至
高
的
権
限
を
評
価
す
る
よ
り
は
む
し
ろ
先
例
に
準
拠
し
た
結
果
で
あ
り
、
一
八
一
四
年
憲
章
の
運
用
如
何
に
よ
っ
て
は
バ
ル
テ
ル

ミ
ー
が
一
般
法
テ
ー
ゼ
に
与
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
高
等
法
院
の
議
論
に
つ
い
て
、
憲
法
テ
ー



法学政治学論究　第107号（2015.12）

128

ゼ
と
一
般
法
テ
ー
ゼ
で
す
べ
て
の
争
点
が
一
刀
両
断
で
き
る
と
は
い
え
な
い
が
、
お
お
よ
そ
こ
の
二
つ
の
志
向
が
貫
か
れ
て
い
る
と
い
え

そ
う
で
あ
る
。

四
　
お
わ
り
に

　
フ
ラ
ン
ス
憲
法
が
経
験
し
て
き
た
高
等
法
院
は
構
成
や
権
限
が
一
様
で
は
な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
の
憲
法
に
よ
っ
て
存
在
が
認
め
ら
れ
て

き
た
。
本
稿
は
、
現
行
の
共
和
国
法
院
が
創
設
さ
れ
る
前
に
存
在
し
た
高
等
法
院
に
着
目
し
、
そ
の
歴
史
的
展
開
と
高
等
法
院
の
類
型
や

構
成
、
権
限
を
扱
っ
た
。
些
か
制
度
紹
介
に
終
始
し
た
点
で
、
高
等
法
院
の
分
析
自
体
に
も
尚
、
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
、
高
等
法
院
の
構
成
や
人
的
管
轄
・
事
物
管
轄
と
い
っ
た
問
題
、
訴
追
の
任

意
性
、
高
等
法
院
の
権
限
規
定
の
解
釈
や
運
用
を
め
ぐ
る
、
高
等
法
院
の
至
高
的
権
限
や
全
能
性
を
擁
護
す
る
憲
法
テ
ー
ゼ
と
、
人
権
保

障
を
重
視
し
て
権
限
を
限
定
的
に
解
釈
す
る
一
般
法
テ
ー
ゼ
の
対
立
と
い
っ
た
点
は
、
第
五
共
和
政
高
等
法
院
か
ら
共
和
国
法
院
へ
の
改

革
、
そ
し
て
そ
の
後
の
共
和
国
法
院
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
必
要
な
視
点
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
要
素
に
つ
い
て
、
若
干
で
あ
る
が
、
私
見
を
述
べ
る
と
し
た
い
。
ま
ず
、
訴
追
が
任
意
的
で
あ
る
点
は
、
起
訴
便
宜
主
義
の

観
点
か
ら
は
許
容
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
、
特
に
第
三
共
和
政
高
等
法
院
の
場
合
は
、
通
常
裁
判
所
の
管
轄
権
競
合
を
前

提
に
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
第
五
共
和
政
下
で
、
通
常
裁
判
所
に
お
け
る
閣
僚
の
裁
判
に
対
し
て
消
極
的
態
度
を
と
っ
た
一
九
六
三
年
破

毀
院
判
）
68
（

決
の
よ
う
に
、
予
め
一
般
的
に
通
常
裁
判
所
に
お
け
る
管
轄
権
を
判
例
な
い
し
立
法
に
よ
り
排
除
す
る
こ
と
は
却
っ
て
事
実
上
の

免
責
規
定
と
み
な
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
起
訴
便
宜
主
義
自
体
が
公
訴
権
濫
用
の
批
判
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
否
め
な
い
（
例
え

ば
日
本
に
お
け
る
検
察
審
査
会
）。
し
た
が
っ
て
、
訴
追
は
任
意
的
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
際
に
通
常
裁
判
所
や
他
の
政
治
責
任
追
及
手
段
（
辞

職
・
罷
免
）
に
よ
り
既
に
閣
僚
の
責
任
が
果
た
さ
れ
て
い
る
場
合
や
十
分
な
社
会
的
制
裁
を
受
け
て
い
る
点
、
訴
訟
経
済
（
市
民
に
よ
る
告
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発
制
度
を
導
入
す
る
場
合
に
は
特
に
考
慮
す
べ
き
）
な
ど
を
考
慮
し
、
起
訴
猶
予
を
と
る
と
い
う
こ
と
が
望
ま
し
く
、
こ
れ
ら
の
要
素
を
考
慮

す
る
た
め
に
は
訴
追
の
た
め
の
調
査
委
員
会
や
予
審
を
議
員
選
出
の
構
成
員
と
職
業
裁
判
官
に
よ
る
混
合
的
な
構
成
と
す
る
こ
と
も
あ
り

え
よ
う
。
ま
た
、
管
轄
権
競
合
の
場
合
に
、
人
権
保
障
的
観
点
か
ら
い
え
ば
、
二
重
起
訴
の
防
止
や
共
犯
等
の
判
決
矛
盾
の
回
避
の
た
め

に
高
等
法
院
と
通
常
裁
判
所
の
関
係
を
組
織
法
律
等
で
明
確
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
人
的
管
轄
に
つ
い
て
は
、
閣
僚
に
限
定
す

る
か
否
か
は
憲
法
政
策
の
問
題
で
あ
り
、
第
五
共
和
政
に
お
い
て
他
の
政
府
構
成
員
に
拡
大
し
た
こ
と
は
、
行
政
国
家
に
お
け
る
官
僚
機

構
の
肥
大
化
・
複
雑
化
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
適
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
事
物
管
轄
の
問
題
は
罪
刑
法
定
主
義
や
不
遡
及
の
原
則
と

の
関
係
で
問
題
に
さ
れ
る
が
、
た
と
え
予
め
法
定
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
法
院
の
法
解
釈
に
よ
っ
て
は
、
第
三
共
和
政
高
等
法
院
の
至

高
的
権
限
に
等
し
い
ほ
ど
の
権
限
の
拡
大
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
だ
ろ
う
。
法
解
釈
の
枠
を
超
え
た
性
質
決
定
は
至
高
的
権
限
を
認
め
る

結
果
と
変
わ
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
憲
法
テ
ー
ゼ
・
一
般
的
テ
ー
ゼ
の
対
立
に
つ
い
て
は
、
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ピ
エ
ー
ル
・
エ
フ
）
69
（
ァ
が
一
九
九
三
年
以
降
の
共
和
国
法
院
の
背
景

に
、
責
任
・
裁
判
権
を
政
治
的
な
も
の
に
維
持
し
よ
う
と
す
る
「
改
革
（reform

er

）」
派
と
、
政
治
と
の
関
係
を
断
ち
、
新
し
い
原
理
を

基
礎
と
す
る
裁
判
権
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
「
再
定
位
（refonder

）」
派
と
の
対
立
を
示
し
た
が
、
こ
れ
も
憲
法
テ
ー
ゼ
と
一
般
法
テ
ー

ゼ
の
ロ
ジ
ッ
ク
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。
共
和
国
法
院
は
二
つ
の
論
理
の
妥
協
と
し
て
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
が
、

実
際
の
裁
判
で
行
わ
れ
て
い
た
の
は
「
毒
殺
罪
」
の
名
目
で
、
被
告
人
で
あ
る
元
閣
僚
た
ち
の
政
治
活
動
全
般
に
わ
た
る
調
査
で
あ
っ
て
、

オ
リ
ヴ
ィ
エ
・
ボ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
な
「
政
治
責
任
と
刑
事
責
任
の
詐
欺
的
取
）
70
（

引
」
に
終
わ
っ
た
汚
染
血
液
事
件
の
判
決
は
、
本
来
排

除
し
よ
う
と
し
て
い
た
憲
法
テ
ー
ゼ
が
思
い
が
け
ず
に
表
出
し
て
し
ま
っ
た
と
い
え
る
。
今
後
は
、
第
五
共
和
政
高
等
法
院
の
問
題
点
と

共
和
国
法
院
の
制
定
経
緯
、
そ
し
て
共
和
国
法
院
の
運
用
に
お
け
る
問
題
点
と
ジ
ョ
ス
パ
ン
委
員
会
の
廃
止
提
案
に
つ
い
て
、
本
稿
で
明

ら
か
に
し
た
視
点
か
ら
分
析
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
高
等
法
院
や
共
和
国
法
院
の
よ
う
な
閣
僚
裁
判
の
制
度
は
、
例
外
裁
判
所
を
禁
止
す
る
日
本
国
憲
法
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に
お
い
て
は
、
そ
の
導
入
に
は
憲
法
改
正
が
必
要
と
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
刑
事
裁
判
制
度
に
つ
い
て
も
予
審
の
存
在
や
糾
問
・
当
事
者
主

義
の
点
か
ら
、
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
の
法
制
度
上
の
隔
た
り
は
大
き
な
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
な
ぜ
高
等
法
院
と
い

う
革
命
に
よ
り
誕
生
し
た
制
度
が
形
を
変
え
な
が
ら
も
フ
ラ
ン
ス
憲
法
に
お
い
て
存
在
し
続
け
る
の
か
と
い
う
点
（
す
な
わ
ち
、
政
治
裁
判

や
閣
僚
裁
判
権
の
存
在
理
由
）
を
よ
り
深
く
突
き
詰
め
れ
ば
、
例
外
裁
判
所
と
い
う
形
で
あ
っ
て
も
閣
僚
裁
判
権
を
設
け
る
こ
と
の
意
義
が

明
ら
か
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
裏
返
し
と
し
て
、
日
本
の
現
行
の
議
院
内
閣
制
に
お
け
る
政
治
責
任
追
及
が
十
分
な
も
の

で
あ
る
か
ど
う
か
、
十
分
に
機
能
す
る
た
め
の
条
件
は
何
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
に
繫
が
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
記
憶
に
あ
た
ら
し
い
の
は

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
対
応
を
め
ぐ
り
当
時
の
菅
直
人
首
相
ら
関
係
者
が
業
務
上
過
失
傷
害
の
容

疑
で
福
島
の
住
民
ら
に
告
訴
さ
れ
た
事
件
で
あ
）
71
（
る
。
結
局
は
不
起
訴
に
な
り
裁
判
所
に
係
属
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
告
訴
が
意

味
す
る
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
汚
染
血
液
事
件
で
あ
ら
わ
れ
た
政
治
責
任
の
機
能
不
全
と
同
様
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
は
高

等
法
院
と
い
う
閣
僚
の
刑
事
責
任
追
及
制
度
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
閣
僚
の
刑
事
責
任
の
存
在
意
義
と
実
効
性
の
問
題
は
フ

ラ
ン
ス
の
議
院
内
閣
制
全
体
を
対
象
に
他
の
政
治
責
任
追
及
制
度
（
例
え
ば
信
任
問
題
）
を
関
連
さ
せ
な
が
ら
考
察
す
べ
き
問
題
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
1
）  

と
こ
ろ
で
、
閣
僚
裁
判
権
の
問
題
を
扱
う
に
あ
た
っ
て
、«  justice politique  » 

（
政
治
司
法
ま
た
は
政
治
裁
判
）
と
い
う
概
念
で
説
明
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
概
念
は
、
政
治
と
司
法
ま
た
は
裁
判
と
い
う
二
律
背
反
的
な
言
葉
に
よ
り
作
ら
れ
た
フ
ラ
ン
ス
憲
法
学
で
特
有
の
概
念
で

あ
る
が
、
例
え
ば
、
高
橋
泉
が
こ
の
概
念
に
つ
い
て
、「
人
的
（
閣
僚
、
場
合
に
よ
っ
て
は
大
統
領
も
）・
事
項
的
（
政
治
犯
罪
）
の
二
重
の
意
味

に
お
い
て
政
治
性
を
帯
び
て
お
り
、
議
院
（
上
院
）
自
身
が
裁
判
機
関
と
な
ら
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
下
院
に
訴
追
権
を
附
与
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
ま
た
、
議
員
陪
審
や
職
業
裁
判
官
と
並
ん
で
の
議
員
裁
判
官
の
司
法
参
加
な
ど
を
通
じ
て
司
法
手
続
に
政
治
的
色
彩
を
与
え
続
け
て
き

た
」
と
し
、
刑
事
責
任
と
政
治
責
任
の
「
狭
間
に
位
置
し
て
文
字
通
り
〈
政
治
〉
と
〈
司
法
〉
の
未
分
化
状
況
を
体
現
す
る
理
論
枠
組
み
」
と
説

明
し
て
い
る
。
高
橋
泉
「
閣
僚
の
政
治
責
任
（
一
）」
上
智
法
學
論
集
四
五
巻
（
二
〇
〇
一
年
）
一
号
・
五
五
頁
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
高
等
法
院
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の
よ
う
な
閣
僚
裁
判
権
は
政
治
司
法
に
該
当
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
通
常
の
司
法
裁
判
権
と
区
別
す
る
た
め
の
「
政
治
司
法
」
の
定
義
に
つ
い

て
は
、
緻
密
な
分
析
を
要
す
る
も
の
で
、
ま
さ
に
筆
者
が
問
題
意
識
と
し
て
い
る
政
治
と
司
法
の
関
係
を
め
ぐ
る
問
題
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

Cf. Florence BU
SSY et Yves PO

IRM
EU

R, La justice politique en m
utation, L.G.D.J., 2010, pp. 13 -39. 

こ
の
よ
う
な
一
般
的
な

「
政
治
司
法
」
概
念
自
体
の
分
析
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
本
稿
で
は
扱
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
別
稿
で
の
課
題
と
し
た
い
。

（
2
）  
事
件
概
要
はO

livier Beaud, Le sang contam
iné, Paris, P.U.F., 1999. 

の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
お
よ
び
第
1
章
を
参
照
し
た
。

（
3
）  Joseph Pierre Effa, La responsabilité pénale des m

inistres sous la V e République, Paris, L

’Harrm
attan, 2011, pp. 76 -78.

（
4
）  Lionel Jospin, et alii., Pour un renouveau dém

ocratique : rapport de la Com
m
ission de rénovation et de déontologie de la vie 

publique, La D
ocum

entation française, 2012. 

ジ
ョ
ス
パ
ン
委
員
会
報
告
書
を
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
、
徳
永
貴
志
「
新
た
な
統
治
構
造
改

革
案
―
ジ
ョ
ス
パ
ン
委
員
会
報
告
書
」
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
号
（
二
〇
一
三
年
）
八
〇
―
八
一
頁
。

（
5
）  Réponse de G

eorges Vedel, in Philippe A
rdant, G

uy C
arcassonne, D

om
inique C

hagnollaud, D
om

inique Rousseau, et 
G
eorges Vedel, «  La responsabilité pénale du president français  », Pouvoirs, n

o 92 （2002

） p. 72.

（
6
）  Bertrand M

athieu, Thierry S. Renoux et André Roux, La Cour de justice de la République, Paris, P.U.F., 1995, pp. 8 et s.

（
7
）  Ibid.

（
8
）  

こ
の
高
等
法
院
は
グ
ラ
キ
ュ
ー
ス
・
バ
ブ
ー
フ
（G

racchus Babœ
uf

）
の
、
い
わ
ゆ
る
「
バ
ブ
ー
フ
の
陰
謀
（
平
和
主
義
者
の
陰
謀
：

conspiration des égaux

）」
を
扱
っ
た
の
み
で
あ
る
。

（
9
）  M

athieu, op.cit., pp. 9 -10.

（
10
）  Ibid.

（
11
）  M

athieu, op.cit., p. 21.

（
12
）  

辻
村
み
よ
子
・
糠
塚
康
江
『
フ
ラ
ン
ス
憲
法
入
門
』〔
糠
塚
執
筆
部
分
〕（
三
省
堂
、
二
〇
一
二
年
）
三
〇
頁
以
下
。

（
13
）  

予
審
と
は
「
公
判
前
手
続
を
構
成
す
る
刑
事
訴
訟
の
一
段
階
と
し
て
、
重
罪
に
つ
い
て
は
義
務
的
、
軽
罪
に
つ
い
て
は
選
択
的
、
違
警
罪
に
つ

い
て
は
例
外
的
に
行
わ
れ
る
。
公
訴
権
行
使
の
前
提
と
し
て
、
犯
罪
の
行
為
者
を
特
定
し
、
そ
の
人
格
を
解
明
し
、
当
該
犯
罪
の
状
況
・
結
果
を

確
定
す
る
手
続
」
と
説
明
さ
れ
る
。
山
口
俊
夫
編
『
フ
ラ
ン
ス
法
辞
典
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）。
フ
ラ
ン
ス
の
刑
事
訴
訟
は
糾
問

主
義
で
あ
り
、
こ
の
予
審
が
公
訴
提
起
の
際
に
重
要
な
機
関
と
な
る
。
訴
追
と
予
審
、
判
決
と
い
う
刑
事
訴
訟
の
各
段
階
が
分
離
さ
れ
る
こ
と
に

フ
ラ
ン
ス
の
刑
事
手
続
の
特
徴
が
あ
り
、
予
審
は
人
権
保
障
に
資
す
る
側
面
も
存
在
す
る
。
白
取
祐
司
「
憲
法
・
刑
事
手
続
・
予
審
（
一
）
―
フ
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ラ
ン
ス
法
研
究
の
視
座
」
北
大
法
学
論
集
四
二
巻
（
一
九
九
〇
年
）
五
号
四
一
―
六
九
頁
参
照
。

（
14
）  

そ
の
他
の
特
徴
と
し
て
、
検
察
職
務
は
共
和
国
大
統
領
が
任
命
す
る
検
察
官
に
与
え
ら
れ
、
大
統
領
や
閣
僚
の
起
訴
の
場
合
は
議
院
が
選
出
す

る
。
有
罪
に
は
三
分
の
二
の
過
半
数
を
要
す
る
。
基
本
的
に
は
国
家
の
内
部
的
ま
た
は
外
部
的
安
全
に
対
す
る
重
罪
と
、
侵
犯
行
為
、
陰
謀
を
犯

し
た
す
べ
て
の
場
合
の
被
告
人
を
裁
判
す
る
が
、
国
民
議
会
の
付
託
が
必
要
で
あ
る
（
九
一
条
）。
付
託
が
必
要
の
な
い
場
合
は
憲
法
六
八
条
の

場
合
で
あ
り
、
共
和
国
大
統
領
の
国
家
反
逆
罪
（
国
民
議
会
の
解
散
・
休
会
・
妨
害
）
を
定
め
る
。
な
お
、
閣
僚
の
民
事
賠
償
に
つ
い
て
も
管
轄

権
を
有
す
る
（
九
八
条
）。

（
15
）  Cass. crim

., 24 février 1893.

（
16
）  

高
等
法
院
と
し
て
構
成
さ
れ
る
元
老
院
は
閣
僚
の
裁
判
管
轄
の
ほ
か
に
も
共
和
国
大
統
領
の
大
反
逆
罪
お
よ
び
国
家
安
全
に
反
す
る
罪
を
犯
し

た
す
べ
て
の
者
に
対
す
る
管
轄
を
有
し
（
一
八
七
五
年
二
月
二
四
日
の
憲
法
的
法
律
九
条
）、
後
者
の
手
続
に
関
す
る
法
律
は
一
八
八
九
年
四
月

一
〇
日
法
律
で
定
め
ら
れ
た
。

（
17
）  

渡
邊
啓
貴
『
フ
ラ
ン
ス
現
代
史
―
英
雄
の
時
代
か
ら
保
革
共
存
へ
』（
中
公
新
書
、
一
九
九
八
年
）
二
五
頁
以
下
。

（
18
）  Jean-Jacques Clère, «  La problém

atique des H
autes Cours de justice dans les Constitutions républicaines françaises  », in 

Jacques Lorgnier 

（textes réunis par
）, Renée M

artinage et Jean Pierre Royer 

（présentés par

）, Justice et République(s), Paris, 
Ester Editions, 1993, p. 338.

（
19
）  Ibid., p. 340.

（
20
）  Ibid., p. 365.

（
21
）  Ibid., p. 342.

（
22
）  Ibid., p. 343.

（
23
）  Ibid.

（
24
）  Ibid., pp. 344 -345.

（
25
）  Ibid., p. 345.

（
26
）  Ibid.

（
27
）  

た
だ
し
、
一
七
九
五
年
憲
法
に
お
け
る
高
等
法
院
の
権
限
は
、
事
物
管
轄
が
廃
止
さ
れ
た
一
方
で
、
人
的
管
轄
が
拡
張
さ
れ
、
総
裁
政
府
の
五

人
の
総
裁
の
ほ
か
に
、
立
法
府
の
構
成
員
ま
で
拡
大
さ
れ
た
が
、
閣
僚
に
つ
い
て
は
高
等
法
院
の
管
轄
外
と
な
っ
て
い
る
点
で
例
外
的
で
あ
る
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（
二
六
五
条
）。

（
28
）  Clère, op.cit., p. 348.

（
29
）  Ibid.

（
30
）  
刑
事
的
性
質
決
定
（qualification pénale

）
と
い
う
と
き
、
日
本
と
そ
の
継
受
元
の
ド
イ
ツ
刑
事
法
の
犯
罪
論
に
お
け
る
構
成
要
件
該
当
性

の
問
題
と
有
責
性
（
非
難
可
能
性
）
の
判
断
を
含
む
概
念
で
あ
る
。

（
31
）  Ibid., p. 352.

（
32
）  Ibid., pp. 353 -354.

（
33
）  Ibid., p. 356.

（
34
）  M

aurice D
eslandre, note sur l

’arrêt de la H
aute-Cour du 13 novem

bre 1889 in Pandectes françaises, 1903 -IV
, pp. 1 -7.

（
35
）  Clère, op.cit., p. 365.

（
36
）  Ibid., p. 366.

（
37
）  Ibid.

（
38
）  Ibid., p. 360.

（
39
）  Cecile G

uerin-Bargues, «  Cour de justice de la République : pour qui sonne le glas?  », in Jus Politicum
, n

o 11, 2013. in http://
w
w
w.juspoliticum

.com
/IM

G
/pdf/Article_CJR_juillet_2013_PD

F_-_17-03-14-3.pdf

（
40
）  Jospin, et alii., op.cit.

（
41
）  

マ
ル
ヴ
ィ
事
件
の
概
要
はJoseph-Barthélem

y, «  La loi du 5 janvier 1918 sur la m
ise en accusation devant le Sénat du Président 

de la République et des m
inistres  » 

（1
er article

）, R.D.P., 1918, tom
e 35, pp. 424 -461. 

を
基
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
椎
名
慎
太
郎

「
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
制
下
の
大
臣
責
任
制
―
マ
ル
ヴ
ィ
事
件
を
め
ぐ
る
法
律
論
争
」
法
時
五
四
巻
（
一
九
八
二
年
）
三
号
一
二
八
―
一
二
九
頁

を
参
考
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
マ
ル
ヴ
ィ
事
件
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
高
橋
前
掲
論
文
、
三
上
佳
佑
「
第
三
共
和
制
下
高
等
院
と
「
主
権
的
権

限
」
―
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
責
任
追
及
の
特
殊
政
治
的
形
態
の
観
察
と
検
討
」
早
稲
田
法
学
六
五
巻
（
二
〇
一
四
年
）
で
扱
わ
れ
て
お
り
、
本
稿

も
こ
れ
ら
の
論
攷
か
ら
多
く
の
示
唆
を
得
て
い
る
。

（
42
）  Joseph-Barthélem

y, op.cit., p. 431.

（
43
）  

反
法
実
証
主
義
者
と
し
て
も
評
価
さ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
バ
ル
テ
ル
ミ
ー
の
方
法
論
に
つ
い
て
、
山
元
一
「
解
題
Ⅰ
　
現
代
フ
ラ
ン
ス
憲
法
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学
に
と
っ
て
の
『
政
治
法
』
の
意
義
」
山
元
一
・
只
野
雅
人
編
訳
『
フ
ラ
ン
ス
憲
政
学
の
動
向
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
）
一

五
―
一
七
頁
、
お
よ
び
、
只
野
雅
人
「
解
題
Ⅱ
　
現
代
フ
ラ
ン
ス
統
治
機
構
論
と
『
政
治
法
』」
同
書
四
〇
―
四
一
頁
。

（
44
）  Ibid., p. 444.

（
45
）  Ibid.

（
46
）  Ibid.

（
47
）  
当
時
の
予
審
法
典
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
本
稿
で
こ
の
権
限
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
令

状
に
よ
る
権
限
行
使
（
勾
引
や
収
監
な
ど
）
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
48
）  Joseph-Barthélem

y, op.cit., p. 449.

（
49
）  Ibid., p. 450.

（
50
）  Ibid., p. 451.

（
51
）  Ibid.

（
52
）  

バ
ル
テ
ル
ミ
ー
が
記
し
た
条
文
は
五
五
条
で
あ
っ
た
が
、
一
八
三
〇
年
憲
章
に
お
け
る
文
脈
の
た
め
、
正
し
く
は
二
八
条
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
53
）  Ibid., p. 453.

（
54
）  Ibid., p. 455.

（
55
）  Tem

ps du 19 janvier 1918. 

原
文
が
入
手
で
き
な
か
っ
た
た
め
未
確
認
で
あ
る
。Joseph-Barthélem

y, «  La m
ise en accusation du 

Président de la République et des m
inistres. Étude sur la loi du 5 janvier 1918 et les arrêts du 6 août 1918  » 

（2
e article

）, R.
D.P., 1918, tom

e 35, p. 606

の
引
用
を
参
照
し
た
。

（
56
）  Joseph-Barthélem

y, op.cit., pp. 606 -607.

（
57
）  Ibid.

（
58
）  

な
お
、
一
般
法
テ
ー
ゼ
と
憲
法
テ
ー
ゼ
と
直
訳
的
に
表
現
し
て
い
る
が
、
高
等
法
院
に
お
け
る
閣
僚
の
刑
事
責
任
は
実
定
さ
れ
た
一
般
（
刑

事
）
法
の
み
を
法
源
と
す
る
か
、
憲
法
慣
習
や
先
例
を
含
む
憲
法
を
法
源
と
す
る
か
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

（
59
）  Ibid., pp. 614 -615.

（
60
）  Ibid., p. 615.

（
61
）  Ibid., p. 616.
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